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神戸芸術工科大学『博物館学芸員課程・教職課程年報 2016』の発刊にあたって
神戸芸術工科大学　学長　齊木 崇人
神戸芸術工科大学『博物館学芸員課程・教職課程年報 2016』の刊行にあたって
神戸芸術工科大学『博物館学芸員課程・教職課程年報2016』の刊行にあたり、一言ご挨拶申し上げます。
神戸芸術工科大学は「世に役立つ人物の養成」を建学の精神とし1989年に開学しました。芸術工学を
テーマに「人間と歴史」を基盤に「科学技術」と「芸術文化」を融合させる学術・教育活動を通して、人文・社
会・自然にまたがる諸科学を学び、豊かな教養に裏付けられた芸術的感性と表現技術を研き、人類の生活
文化を豊かにする、デザイナー、アーティスト、クリエイターを養成することを基本理念としています。
本学が目指す学芸員や教員養成の具体的目標は、「芸術工学」をテーマに幅広い教養と常識に裏付けさ
れた、芸術的感性と豊かな表現力を次世代に伝達し、発展させていく、豊かな人間性と社会性を備えた人
材の養成であります。
これらの建学の精神と基本理念さらに学芸員や教員養成の目標に基づき、博物館学芸員課程は、全学生
が履修可能とし、教職課程は、環境デザイン学科、ファッションデザイン学科では高等学校教諭一種免許
（工業）、プロダクト・インテリアデザイン学科、ビジュアルデザイン学科、まんが表現学科、映像表現学科、
アート・クラフト学科では中学校教諭一種免許（美術）、および高等学校教諭一種免許（美術・工芸）の教員
養成課程を設置しています。
本学の博物館学芸員課程は、1997年4月に設置され、教職課程は2005年度に設置されました。教職課程
はプロダクトデザイン学科から取り入れられましたが、順次、各学科の参画があり2009年度からは上記の
ように全学科で教職課程の履修が可能となりました。すでに修了した履修者達は306件の教員免許状を授
与され、採用試験に合格した卒業生達の活躍ぶりの報告を受けるようになりました。
一方博物館学芸員課程を修了し、学芸員資格を取得した卒業生は2015年度までで383名にのぼり、美術
館、博物館、ギャラリー等で館員やキュレーターとして活躍しています。
これらの成果は、何よりも開設当時の楚をつくられた教授陣とそれを引継がれた方々の指導があってこ
そ今日があると深く感謝いたします。
本学は、間もなく開学30周年を迎えようとしていますが、改めて本学の教育課題である「芸術工学」のめ
ざす特性を柔軟に生かせる学芸員や教員をどのように養成して行くかについて、私たちは多くの課題を共
有しています。
特に、時代の急激な社会の変化や価値観の多様化と相まって、これからの博物館・美術館や学校教育の
現場を取り巻く環境の大きな変化に対応できる人材をどのように育成して行くかが重要な課題ですが、具
体的には、① ICTを用いた教育指導法の開発や、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を高
めるアクティブラーニングの経験をいかに博物館実習や教育研修の中に取り入れるか。②氾濫する多く
の情報の中から的確に選択し活用する能力をいかに育成するか。③将来経験して行くキャリアの中で常
に求められる、自らの資質や能力を自律的に高める手法を、芸術工学教育の提供する共同プロジェクトや
総合プロジェクトで学べるか等、これからの博物館学芸員課程や教職課程の教育現場での実践を通して解
決して行くことになりますが、何よりも、私たちが期待する大切な資質は、「世に役立つ人物を養成する」
社会的使命感を持ちながら、愛情を持って一人一人の人材を育成する人間的魅力を持った人材像でありま
す。
神戸芸術工科大学では「教育に携わる者は、自らの環境で経験した事を超えて教える事はできない」と
いう言葉を共有し、教職員自ら経験を積み重ね磨きつづけることを実践していますが、神戸芸術工科大学
の提供する環境で博物館学芸員課程や教職課程を履修した卒業生達が、幅広い教養と常識に裏付けされた
芸術的感性や豊かな表現力と専門知識を生かしながら、社会に役立つ総合的実践力を持つ学芸員や教育者
として活躍する未来を期待し、ご挨拶とさせていただきます。
神戸芸術工科大学
学長　齊木崇人
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教員による報告・記録
こ の 章 で は、 本 学 の 博 物 館 学 芸 員 課 程 の ね ら い や 教 育 活 動、
また博物館学芸員課程担当教員の研究活動などを報告します。
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本学の博物館学芸員課程の現状について  
　　　　　　　　　基礎教育センター  教授　山﨑　均
１．はじめに
本学の博物館学芸員課程開設のきっかけは、さまざま
な過去の資料によると、1995年1月に起った阪神淡路大震
災後の復旧と創造的復興の時代の動きのなかにあったと
思われる。記録と関係者の証言からは、震災前後の当時の
視覚情報デザイン学科（現・ビジュアルデザイン学科）教
員間で、博物館の学芸員資格について多彩な意見と議論
が具体的に交わされたことが、博物館学芸員課程設置の
実質的な発端となっている。こうした視覚情報デザイン
学科における活発な議論の後、学芸員資格取得のために
必要な博物館学芸員課程設置の要件と環境整備、課程設
置に必要な単位や科目を担当する教員についての基礎的
な要件をひとつひとつ調査検討するなかで、博物館学芸
員課程設置への気運が高まっていった。その後、課程設置
の構想は実現への一歩を踏み出し、課程設置手続きスケ
ジュールについて慎重にかつ具体的な議論がなされ、博
物館学芸員課程の設置に関する計画・検討・調整作業が本
格化し、全学的な合意をふまえて1996年度末に文部科学
省に博物館学芸員課程設置届出がなされて、1997年度か
らは、正式に博物館学芸員課程が開設されて授業が始まっ
た。
課程設置当初には、博物館実習予定館として兵庫県内
にある主だった次の7館のご理解とご協力をいただいて博
物館実習生の派遣計画を立てている。
　・兵庫県立近代美術館（現・兵庫県立美術館）
　・兵庫県立歴史博物館
　・兵庫県陶芸館（1995年閉館し、所蔵品は “田中寛コレ  
          クション ”として兵庫県陶芸美術館に寄贈された）
　・兵庫県立人と自然の博物館
　・神戸市立博物館
　・伊丹市立博物館
　・竹中大工道具館
博物館実習は、博物館学芸員の仕事を実際に学ぶ貴重
な機会であり、課程履修総仕上げの時期に、履修生がこれ
まで学んできた成果を実際の博物館の現場で生かし、そ
の結果を確認・反省し、さらに充実させる場となってい
る。幸いにも本学が立地する関西圏の博物館をはじめ、実
習生の実家の地元にゆかりの深い博物館からはそのつど、
実習受入についての暖かいご理解とご支援をいただくこ
とができ、実習館の数は増加している。
２．課程設置の時代背景と社会
こうした本学の博物館学芸員課程の設置当初の時代を
ふりかえるとき、大学と博物館をめぐる社会変動として
以下の3点が特筆すべきものとして現れたと思われる。
  (1) 阪神淡路大震災からの文化の復興
  (2) 復興期の社会から要請されるミュージアム（美術館、   
        博物館）の再定義
  (3) 博物館・大学・図書館・アーカイブの相互連携
 (1) については、阪神淡路大震災によって多くの人命が失
われ、それまで頑健と思われてきた社会的インフラが傷
つき、震源となった淡路島、阪神間を含めて広範囲の地域
の社会的基盤が一時的に喪失した際、迅速な復旧が何よ
りもまして緊急的に重要であったが、一方では未来への
希望を託すべきもの、心の拠りどころとなるきずなと場
所の再生が求められていた。そして心と文化の「復興」こ
そが、厳しい復旧の暮らしと再生の長い道筋を明るく照
らして励まし、人々の生活の安心、安全、安寧を深いとこ
ろで支えるものであることが再認識された。こうした状
況のもとに、震災後には美術館や博物館などのミュージ
アムへの期待が改めて高まりをみせた。心を癒し、安らぎ
のひとときを過ごす場としての意義と機能に反省の光が
当てられた結果、(2)に掲げた復興期の社会から要請され
るミュージアムの再定義がなされ、ミュージアムの存在
意義の捉えなおしがなされたといえる。豊かな芸術性を
持つ作品にふれるひととき、芸術作品とそこに宿る芸術
家の精神的な価値、さらに過去の時代を記録してまざま
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ざと証言する博物館資料に触れたときの気持ちの高揚と
安らぎは、おそらくミュージアムに訪れる人々が最も期
待しているもののひとつであり、震災からの復興をめざ
すミュージアムの使命（ミッション）の再定義と再注目の
活動と同時期に、本学の博物館学芸員課程もはじまった
ことは、決して忘れてはいけない記憶すべき出来事であっ
たと思われる。
被災地域のミュージアムの学芸員は、震災後にミュー
ジアムが果たす役割について真剣な議論を行い、ミュー
ジアムどうしの連携はもちろんのこと、(3) に記した博物
館・大学・図書館・アーカイブなどの関係諸機関との相互
連携の道筋をつけて協働を模索することとなった。災害
に強いミュージアムの使命について社会の理解がすすみ、
被災した作品資料の保存修復だけでなく、被災のリスク
を低減する予防的な作品保存のあり方への注目がなされ
た。また新たに震災資料として、失われた地域の文化を物
語る資料を記録し、それをもとに地域再生や創成に取り
組んで後世にその活動を伝えていく拠点のひとつとなる
ことがミュージアムに明確に求められるようになった。
3．博物館法の改正と新課程カリキュラム
このようにして、人々と社会が求めるミュージアム像
は震災以前と以後ではかなり異なり、ミュージアムは大学、
図書館、震災資料を収集し活用するアーカイブと新しい
関係が芽生えて、大学における博物館学芸員課程で履修
すべき必修科目のひとつとして「博物館資料保存論」や「博
物館展示論」などの新科目が新しく取り入れられた。これ
らはすべて2008年の博物館法改正に伴うものであり、本
学も新しい博物館法に対応して新課程設置の準備をすす
め、2012年度から新課程による新カリキュラムを実施し
て現在に至っている。このときには、新カリキュラムへの
円滑な移行措置がなされて、旧科目の開講と新設科目開
設への準備・実施が同時並行でなされた。計画的に課程科
目の履修が行えるように、基礎的な概論講義から博物館
実習までの開講科目の履修モデルを示して、段階的なス
テップをふみながら理解を深めていき、課程履修の総仕
上げとしての博物館実習を行うように指導・助言をすすめ
ることとした。文部科学省が2009年に設定・公表して、大
学において活用を求めている「博物館実習ガイドライン」
やその他の法令、関連する方針をふまえて、大学で修得す
るべき博物館に関する科目の単位取得を履修生が円滑に
行えるように配慮している。
改正前の旧科目は、以下のとおり、8科目計12単位とし
ていた。
生涯学習概論（１）
教育学概論（１）
博物館概論（２）
博物館経営論（１）
博物館資料論（２）
博物館情報論（１）
視聴覚教育メディア論（１）
博物館実習（３）・・・・・・・・・・・4年次
（　）内の数字は単位数を表す。
これまで本学は上記科目を必修科目とし、さらに独自
に設定された関連科目から8単位を各自選択することとし
ていた。改正後の新課程では、9科目19単位となり、科目数
及び単位数がそれぞれ増加し、科目の統廃合がなされた。
これからの社会が求める博物館の変化に合わせて新しい
時代にふさわしい科目内容も更新がなされ、学芸員養成
の改善と充実という社会的要請に応えようとした。本学
では以下のように計画的履修ができるように、概論によ
る導入を行い、2年次及び3年次において博物館の各論を
詳細に講義し、最終的に4年次の博物館実習を受ける準備
を整えている。博物館実習については、3年次修了時点で、
博物館実習を除く全ての必修科目の単位を修得している
ことを博物館実習履修の要件に課している。
生涯学習概論（２）・・・・1年次
博物館概論（２）・・・・・1年次
博物館経営論（２）・・・・・・2年次
博物館資料論（２）・・・・・・2年次
博物館資料保存論（２）・・・・2年次
博物館展示論（２）・・・・・・・・・3年次
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博物館教育論（２）・・・・・・・・・3年次
博物館情報・メディア論（２）・・・・3年次
博物館実習（３）・・・・・・・・・・・・4年次
　
また関連科目については錯綜した科目数を精選し、社
会人としての基礎的教養、館種の異なる博物館資料の理
解を支援する科目、著作権理解やコミュニケーション能
力の涵養につながる内容とし、卒業までに8単位修得を条
件としている。
４．博物館実習とインターンシップ
必修科目について、被災地に接して震災復興支援に尽
力してきた本学は、文化財の保護や活用、その魅力資源の
わかちあいの大切さを学ぶ場となってきた経緯があり、
社会に生きるミュージアムや学生の意欲を高めるために、
4年次に設定された博物館実習で経験することをより有意
義にするために、ミュージアムにおける実際の展覧会や
講座、ワークショップ、ボランティア活動、友の会活動な
ど、幅広いミュージアムの活動プログラムへの自主的な
参加と参画を機会あるごとにすすめている。博物館実習
において初めて、現場の学芸員と接するのではなく、多種
多様なミュージアムの姿を早い段階から知っておくことは、
博物館実習の成果をより実りあるものにするために重要
であり、生涯にわたってミュージアムのサポーターとなり、
社会とともにミュージアムとともに生きる道を探るため
にも貴重な機会であることを学生に伝えている。具体的
には、兵庫県立近代美術館の後施設利用として開設され
た、兵庫県立美術館分館・原田の森ギャラリーの西端の建
物を転用した横尾忠則現代美術館における美術館インター
ンシップへの課程生の参加である。横尾忠則現代美術館
には、横尾氏の膨大なグラフィックワークをめぐる作品
資料がアーカイブとして収蔵保管されており、整理が鋭
意なされている。本学の課程履修生のなかでは、毎年数名
の履修生が、横尾忠則現代美術館のご厚意とご理解を得
ながら、ときには厳しい学芸員の責務についてご指導を
いただきながら、アーカイブ整理活動や同館の講演会や
公開整理作業、ワークショップ補助などをプログラムと
した貴重なインターンシップ経験を積んでいる。学内の
課程講義のみではまったく体験できない実際のミュージ
アムの現場、学芸員の仕事の機微を知るうえで欠かせな
いインターンシッププログラムの活用は現状では、履修
生の社会的常識や挨拶などの基本的な身のふるまいが厳
しく問われ、さらに作品資料の基本的な取扱い、IPMにつ
いての実践的知識の涵養などを含め、博物館実習の内容
を補助的に支援するものであり、複数のミュージアムの
活動に臨んで、その価値と活動方針を比較して考究する
ことができるまたとない機会となっている。
必修科目のなかには、インターンシップを経て、博物館
実習に臨む際に、前もって知っておくべき専門的知識を
修得できる新しい科目が新設された。たとえば、作品資料
の保存修復だけでなく、湿温度、光などの環境条件ととも
に、ミュージアムの空調と照明、災害予防、空気汚染、IPM
（総合的有害生物管理）などの予防的な保存環境を合理的
に整えて、被害リスクの低減を図り、たとえ被害が出ても
最小限に抑え込むための日常的な予防対策、被害後の修
復や対応ではなく、被害を予測できる範囲に見積ってそ
の被害を未然に防ぐための適切な手段と体制システムを
つくることが求められていて、すでに多くのミュージア
ムが実行している。こうしたシステムの重要性と必要性
をまず、新設された「博物館資料保存論」という必修科目
で知り、他の講義でその発見を深め、次いでその成果や疑
問を早い機会にインターンシップの経験のなかで実際に
検証し、さらに博物館実習のさまざまな実習の場面にお
いて深く経験するというプロセスが現状の課程履修では
可能となっている。また履修生がそうした活動の意義を
早い時期に学芸員の仕事として大切に考えることは重要
であると思われる。なぜならば、ミュージアムの実際の現
場では、徹底した清掃と IPMによって清浄さを保つため
に地道な試みがなされている。その IPMシステムをひと
つとってみても、そのシステムの確立、維持、改善をめざ
すのは学芸員のみならず、館員やさまざまなミュージア
ムのサポーターとの共働なくしては成り立たないものだ
からである。多くの人々の連携によって日常的な点検と
調査を積み重ねていき、害虫などが発生しても初期段階
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で対策が可能な環境レベルを保つこととなる。学芸員だ
けが重要でなく、さまざまな職種の専門家やボランティ
アの人々の知恵の結晶としてミュージアムが成立してい
ることを、履修生は学ぶのである。実際に横尾忠則現代美
術館インターンシップの経験をもとに博物館実習に臨ん
だ履修生は、複数のミュージアムの芯の部分の共通要素
をひき出して相互に比較するミュージアムの芸術工学的
センスにあふれた学生も出てきている。
５．教材について
本学では、2007年に課程担当の専任教員を配置し、次い
で新課程の導入と新しいカリキュラムの実施を図っている。
筆者が着任した当初の2007年当時には徐々にコンピュー
タの活用、液晶照明や振動センサー、グラフィックなイメー
ジと解説をポータブルなデバイスで享受できる多種多様
な電子デバイスが登場してきている。芸術工学的なミュー
ジアム・デザインの試みが実装段階をこえて様々な場面で
活躍しているのが現状である。今後は、こうした電子的な
デバイスを日常で使いこなすことが学芸員にも求められ
てきていて、本学でも日常的にミュージアムが使うデバ
イスや電子機器を講義や学内実習のために準備しておく
必要があるが、大切なことはむしろ伝統的に重視して使
用され続けている基本的で恒久的な計測機器の理解が不
可欠であり、現状では、湿度、温度、さらに光の照度とい
う3つの環境データ計測の意義を理解することを重点的に
行っている。この基礎的な理解に立脚して、機器を電子的
なものに置き換え、さらにはあえて両方を同時に使って
その計測値の信頼性をより強固なものにするなど、ミュー
ジアムに特有の事情をふまえた教材の整備と教育を図っ
ている。
　たとえば、伝統的に展示室の片隅に、作品を展示する
高さに合わせて自記湿温度記録計が設置されている。そ
の機器の心臓部のセンサー部分については、湿度は伝統
的に湿度変化に追従して伸縮を繰り返す非黒髪の人毛を
採用している。温度についてはバイメタルの金属の挙動
をもとに計測しているので、人間の呼吸や体温によって
乱れやすく、展示室でもできるだけ鑑賞者から遠ざかり、
かつ作品展示の環境の湿温度の値を実効的に表す位置を、
学芸員が展覧会や展示の内容、作品の素材にあわせて、会
場デザインのなかでその位置の特殊解を見出すことにな
る。本学ではこうした学芸員が日々携わっている作品管
理や保存展示環境の維持のなかで信頼されて、実際に使
われてきている機器を講義や学内実習の教材に順次導入
し、博物館学芸員課程室に保管して、必要なときに役立て
ている。伝統的に普及して、その信頼性が実証されている
機器による、湿温度と光の計測と観察・適切な対応は作品
管理の要となるものであり、本学では以下のような教材
を用いている。
①　自記湿温度記録計（機器全体像と各部分）
自記湿温度記録計は、博物館の収蔵庫、展示室、保存修
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復室など、作品や博物館資料を保管・展示する場所の室内
温湿度を記録・観察する機器であり、室内湿温度の変化を
継続的に記録して湿温度が常に一定に、恒湿恒温に保た
れているかを調べ、学芸員が日々の作品保護、空調と鑑賞
環境のバランスと調和に役立てている。学内実務実習で
は、機器計測センサーや記録方法、記録紙交換とデータ活
用、機器校正について学ぶが、最近は電子的なデバイスに
肩代わりして置き換えているミュージアムが増えつつあ
る。多数の自記湿温度記録計が正常な値を示すように定
期的なメンテナンスと校正を行うが、そのための高精度
の湿温度計測機器についても今後、電子デバイスの信頼
性との関係で理解する必要がある。博物館実習やインター
ンシップでは、多くの展示室をめぐりながら、こうした計
測値が示すデータを記録し、その意味と必要な対応につ
いて意見を出すことも求められることも多く、より一層
の学修が必要な領域と思われる。
②　照度計
光によって劣化す
る作品資料を保護す
るために、主に展示
室において、作品資
料を照明する展示陳
列作業の際によく用
いられている。光に
含まれる赤外線や紫
外線の影響によって
作品は損傷し、変色、
退色などが必ず起こるため、作品資料の鑑賞の環境の質
を高め、できるだけ低照度で照明しつつ、鑑賞者の満足感
を高める配慮を行うことが必要である。学内実習では、照
度計の取扱い方、作品資料の照度の計測の仕方を学ぶ。さ
らに照度だけでなく、輝度や色温度など、さまざまな照明
デザインのあり方について考察することをさまざまな講
義や実習の場面で促している。
自然光と人工光の照明についての理解を深めることは
とても重要であり、幸いにも本学には、天井からの自然光
採光にていねいに配慮したエスパースKDU・ギャラリ （ー作
品展示ギャラリー）が博物館学芸員課程室と隣接して配置
されていて、体験的に自然光本来の光の演出と人工光に
よる照明コントロールについて、それぞれの照明環境の
違いをふまえながら体験的に学ぶことができる。これは
本学ならではの独自の空間であり、最もミュージアムに
近しいホワイトキューブの白い壁と空間を持ち、恒温恒
湿の空調環境について、ミュージアムの現状と一般の展
示施設が求めるレベルの空調との根本的な差異を理解す
る格好の教材として用いている。博物館資料論や博物館
資料保存論などの講義だけでなく、「博物館実習ガイドラ
イン」に沿った博物館実習の学内実習のなかで、エスパー
スKDU・ギャラリーの照明環境を活かし、自然光や人工光
の性質を体験的に学び取り、あわせて照度計の計測を行
うなど、現状では作品資料の照明を工夫することの意味
と作品展示についての照明実務の知識を深め、試行錯誤
しながらも、適切な作品資料展示のあり方を追求するこ
との大切さを気づかせている。
他の教材については、展示の場面のみならず、作品の移
動や梱包、さらに展覧会の企画、展覧会カタログの企画編
集、作品のデータベースなど、多彩な教材が必要であり、
エスパースKDU・ギャラリーと隣接する博物館学芸員課
程室と講義室を有機的に関係づけながら、博物館学芸員
の仕事について理解を深め、実践的な教育を行っている。
６．現状のまとめ
ミュージアムが学芸員に期待する仕事は多岐にわたり、
来館者や社会がその時代にミュージアムに求めるものは
震災以降、高度化、専門化を遂げている。端的に作品資料
の研究調査、収集保管、展示、教育普及、レクリエーション
と娯楽等、博物館法が定める機能を満たすだけでなく、そ
れぞれのミュージアムの創意工夫によって、作品資料の
個性や知られざる魅力をひき出す学芸員が必要とされて
いる。さらに新課程カリキュラムでは、ミュージアムの経
営についても本格的に学ぶこととなった。指定管理者制
度やPFIなどの公民連携によるミュージアム経営が近年
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話題となるにつれて、長期的な視点でのミュージアムの
経営を見据えた学芸員が質の高くかつ効果的な来館者サー
ビスを提供することが何よりも重要となってきている。
地道な研究調査、コレクション収集、新発見を促す魅力的
な展覧会の継続的な開催は、ミュージアム固有の使命で
ある一方で、地域の実情に則してどのような経営手法が
最も適切なものかどうかが鍵となった。適切な管理･運営
について理解し、ミュージアムマジメントに関する基礎
的能力を養うことを目的として博物館経営論の内容が拡
充された。それは時代の変化に伴い、新しいミュージアム
経営手法の導入・改善とその可能性の見極めが重要な課題
として登場したことに対応して、学芸員が基本的なミュー
ジアム経営についての知識と知見を日々更新することが
求められている証左でもある。社会に生きるミュージア
ムの経営環境は厳しく、さまざまに創意工夫された学芸
員の企画や展覧会が社会に及ぼす文化経済学的な波及効
果や質的な評価指標などの活用も、現状では学ぶべき大
切な項目となっている。学芸員養成の現場でもある本学
の課程カリキュラムにおいても、「博物館経営論」の重要
性は認識されていて、多彩な経営手法によって運営され
ているミュージアムでの実務経験者を教員として配して、
ミュージアム経営の実際について履修生が幅広く経営手
法の利点、欠点、改善点を学ぶことが可能となっている。
現状においても、多くの人々と共働して支えあい、来館者
どうしが自主的に作品資料について調べ、さらにその成
果をもとにした新しい地域創生を試みるきっかけを、ミュー
ジアムや学芸員が積極的に支援し、コーディネーターや
ファシリテーター的な役割を果たしつつある。思いがけ
ない出会いや討議が交わされて人々が交流する創造の現
場となるように学芸員は、作品資料に向き合うだけでな
く、デザイナー、クリエイター、アーティスト、NPO関係者、
ジャーナリスト、市民、ボランティア、教育関係者など、実
にさまざまなセクターの人々との会話やコミュニケーショ
ンを図っていく使命を持って働くことが社会から求めら
れているため、高度の専門性はますます要求される一方で、
人々のあいだのコミュニケーションを創造的な次元に高
めて創発的な関係づくりをすすめる人材が必要となって
いる。学芸員の仕事にはこうした関係のネットワークの
なかで、社会人としての優れた見識を求められる場面が
増えてきているため、履修生には、生涯学習社会のなかで
多くの人々が楽しみながら学習するプロセスを有意義な
ものにするためにミュージアムの作品資料を活かす知恵
と専門性が必要となっている。現状では地域の人々との
きずなを深めていく教育普及プログラムが、ミュージア
ムのコレクションや学芸員の個性的な資質を活かしてな
されている。この点において、ミュージアムを支援する地
域の多くの人々によってはじめて、ミュージアムの活動
は創造的な成果を生み出すことができる。
本学の博物館学芸員課程に学ぶ学生は、それぞれ多様
なバックボーンを持ち、デザイナー、アーティスト、クリ
エイターをめざして、個性的な作品の創作能力を持ち、さ
まざまな専門性を身に着けようと努力している。こうし
た状況をふまえて、本学の学生は、ミュージアムの教育部
門や広報部門、とりわけ教育普及プログラムを担当する
学芸員の仕事について一定の適性があると思われる。来
館者が積極的に創作に参加する親子ワークショップの企
画・実施支援などを内容とする博物館実習では、本学の課
程生が生き生きと活動する場面が数多くみられている。
従って、現状ではまだその可能性に留まっているが、今後、
ミュージアムのエデュケータ （ー教育部門学芸員・専門職
員）の仕事と活動について多面的に学ぶ機会をつくり、社
会に役立つ学芸員の資格取得をめざす学生の教育に努め
たい。
本課程を修了し、卒業後にミュージアムの学芸員に就
職した者はまだほんの僅かしかいないが、ミュージアム
に興味を持ち、ミュージアムの学芸員の仕事とさまざま
な関わりを持つ方面への就職をめざす学生に今後も適切
な指導・助言を行い、課程教育の一層の充実を図っていく
こととしたい。
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大学ミュージアムの教育的活用について
　大阪商業大学総合経営学部准教授 /商業史博物館主席学芸員
     基礎教育センター  非常勤講師                       　 明尾　圭造
1.大学ミュージアムの存在意義
全国に点在するミュージアムの設置主体は国公私立をは
じめ企業や大学などがあり、その専門性や規模を含めると
実に多様な展開を遂げている。
しかし、近年、その運営に関しては必ずしも楽観視でき
ない状況にある。例えば政府主導の行政改革のなかで、独
立行政法人化した国立館、費用対効果を背景に指定管理へ
と舵を切った自治体設置館など未だかつてない変化の途上
にあると言っても過言ではない。
問題なのは、それら変化の過程が必ずしも現場と共有さ
れずに進められる場合が多いということ、なかでも経営基
盤の脆弱な自治体ミュージアムは、果たすべき教育機関と
しての側面や地域に根ざした活動が結果として等閑にされ
ているということであろう。日常業務に追われる現場では、
大局的な観点に立っての計画と実践が制限されている現状
があるからだ。
こうした状況の中で、大学ミュージアムの果たすべき役
割とは何だろうか。通常、大学ミュージアムは自校教育の
一環として学園（校）史の研究調査をはじめ、館蔵資料をも
ととした博物館課程教育の実践場としての役割が想起され
る。勿論、大学の組織のなかでは学生利用の実際や収蔵資
料の教育的活用が主たる目標となってこよう。しかし、学
外施設と大きく異なる利点として、入館者数の増減や運営
事業に対する費用対効果の有無に一喜一憂されないことが
挙げられよう。
近年、これらの利点を生かしつつ、館蔵資料の挑戦的活
用や大学周辺との地域連携、博物館設置校による広域連携
を模索する大学も増えてきた。本稿では、数館の事例を紹
介しつつ大阪商業大学商業史博物館を中心にこの問題を考
えてみたい。
2.様々な大学ミュージアム
國學院大學博物館（東京都渋谷区）は平成25年に発足した
新設館だが、その前身は昭和3年創設の考古学陳列室と昭
和38年創設の神道学資料室を淵源とする総合博物館である。
館内に校史・学術資産研究センター、伝統文化リサーチセ
ンターが設置されるなど谷岡記念館（大阪商業大学）に近い
コンセプトを持つミュージアムと言える。
まずは開館日が通年（土・日・祝も含む）であることに目を
引かれた。考古・神道を中心とした常設展と館蔵品を中心
とした企画展、特集展の他、年1回の特別展があり、ほぼ毎
月企画コーナーが入れ替わる。
興味深いのは、地元の渋谷区や山種美術館（渋谷区広尾）、
東洋文庫ミュージアム（文京区）をはじめ、遠隔地の西南学
院大学（福岡市）とも連携し、企画展示、シンポジウム、体験
教室、デジタル画像の蓄積など多面的な事業展開を推進し
ていることだ。本事業は、当館が実行委員会の主体となり
「東京・渋谷から日本の文化を国際発信するミュージアム連
携事業」（文化庁支援事業）として採択されたもので、具体
的には以下のような事業構成となっている。
①  地域文化財（地域・渋谷の文化を発信する）
②  多言語化（博物館における多言語サービスの充実）
③  地域（博物館を核とした地域の文化交流）
④  グローバル（日本文化研究拠点の国際連携）
⑤   新たな機能（日本文化を体験・実感する）
もともと考古、神道学系資料の充実で知られる大学だが、
リニューアルした博物館では館蔵資料をもととした研究公
開事業をはじめ、各種教育普及事業、地域・大学連携事業を
通して、社会に開かれた大学の顔としての役割を担ってい
る。
長崎大学附属図書館（長崎市）は、学生等の学習支援を通
して探究心を育み、国内外に発信していく「知」の交流・発
信の拠点として多面的な展開を実施している。大学には平
成25年にリニューアルした中央図書館を含め、医学分館、
経済学部分館の3館があり、その中心となる中央図書館に
は貴重資料室をはじめ、ラーニングコモンズやギャラリー
が設置されている。主要な収蔵資料としては以下のコレク
ションがある。
①  中央図書館（幕末・明治期日本古写真コレクション、      
         グラバー図譜 [魚類 ]、ドイツ教育史 コレクション、日   
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           蘭文庫 [オランダ商館関係文書 ]）
②  医学分館（近代医学史関係資料）
③  経済学部分館（武藤文庫 [幕末長崎関係資料・経済学
           古典資料 ]）
驚くのは、これら資料の多くが電子化コレクションとし
てインターネット上で公開されていることだ。管見では、
これほど徹底した資料管理が進んでいる大学は稀であろう
と思う。
学部や教員主導の調査整理とは距離を置きながら、図書
館としてアーカイブ化に邁進された結果と推察するのだが、
われわれ大学博物館（教員）に関係するものとして頭の下が
る思いがする。
例えば、古写真コレクションの収集は昭和60年代から着
手され、大型コレクションの導入（海外オークションを含む）
をへて約7,700点のオリジナル写真を有する堂々たるコレ
クションに成長した。なかでもオランダから入手したボー
ドウィンコレクションは平成21年に国の登録有形文化財に
登録されている。
現在、当館ではこれらのコレクションをもとに、学部授
業の一環としてアーカイブ実習への協力や、館内ギャラ
リーでの古写真の継続展示を実施している。その延長線上
で長崎歴史文化博物館との連携事業（包括連携協定）とし
て「幕末長崎古写真館－ボードウィンコレクションから－」
（2015/12/12‐2016/1/24）を開催している。まさに、長崎の歴
史や文化に触れる場所として知識や情報を地域に提供する
だけでなく、整備された資料情報をもとに世界とも交流し
成長していく大学図書館の先進事例であると言えよう。
3.商業史博物館（大阪商業大学）の事業展開について
商業史博物館は昭和58年10月27日に谷岡記念館内に設置
された商業史資料室・郷土史料室の施設及び収集資料を基
盤に申請を行い、平成11年6月1日をもって指定を受けた博
物館相当施設である。
①  館蔵品の概要とその現状
      収蔵資料としては、かつての本学教員である佐古慶三教
授収集文書と、東大阪市の新聞号外収集家として知られた
中谷作次氏の寄贈コレクションが質量ともに本館の根幹を
なす資料群であろう。
前者は今では収集不可能と言われる江戸期大坂を中心と
する町方史料（蔵屋敷関係史料を含む）で、後者は約10万点
にも及ぶ新聞や博覧会関係資料として斯界にその名を知ら
れたコレクションである。
郷土資料としては、河内地域の地方文書・民具・農具をは
じめ、地場産業を考える上で重要な河内木綿の資料（意匠
デザインを確認する上で貴重な生地帳を含む）等について、
東大阪市・八尾市・大阪市平野区などから購入・寄贈の形で
受け入れている。
現在、文献史料に関しては、整理が終えたものから順次、
目録化が進んでいるが、近年購入資料も含めて未だ仮目録
の段階の資料が多いのが実情だ。著作権が失効した江戸明
治期の河内木綿資料（デザイン）などは新たな展開を予見さ
せるものだが、資料整理とその活用に関して、学生の積極
的な参画（授業カリキュラムを通じて）は勿論のこと、他大
学との研究連携についても今後、検討していかねばならな
い。
②  商業史博物館展示室の活用について
商業史博物館は平成24年度の谷岡記念館耐震工事完成後
のリニューアルオープンを機に、展示室の適宜改変を実施
し、常設展示室2室と企画展示室2室（春・秋）で所蔵資料の
積極的活用を目指している。
◎学園資料室（1階）
谷岡学園創立から今日に至る資料を網羅的に展示してい
る。
◎商業史資料室（2階）
佐古慶三教授収集文書は別名「希有文庫」とも呼ばれ、そ
れら大坂町人の生業を確認しうる全国屈指の商業史料群で
ある。この佐古文書を核とする商業史博物館の収蔵資料の
整理と研究をもとに適宜、紹介展示を実施している。また、
毎年参加する博物館実習生には、室内清掃はもとより、展
示解説等の作成を義務づけており、実学としての博物館実
習を体験してもらっている。さらに、本学職員・教員・学生
に向けた定期的な列品解説会も実施しており、大学内部に
向けた情報発信にも努めている。
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◎郷土史料室（3階）
主に農具・民具が中心で、テーマとしては河内木綿と稲
作道具を配置している。将来的には市民サークルを含めた
地域連携の場として、また、小学校教育における生活学習
の場としての活用が見込まれる。
③  新たな企画の発信と大学連携について（企画展示室）
「天下の台所」と呼ばれた近世大坂は、全国の富が集まる
場所であるだけではなく、町人が日々の暮らしの中で文雅
（文芸に親しむ風流な暮らし）を楽しむ洗練された文化都市
であったことを忘れてはならない。例えば、町人自らが絵
画趣味をもつものも多く存在したことを考えれば、経済面
の商業史料だけではなく、彼らの文化的生活を確認するこ
とも有意義なことであろう。その意味で、実態があるにも
かかわらず、現在では忘却の彼方の感がある大坂画壇（文
化の視覚的確認）について、本館で研究企画していく意義
は大きいと考えている。
そこで、平成24年度のリニューアル以降、5カ年計画を提
案し、以下のとおりに大阪画壇展を実施してきた。
◎「近世浪華の町人と文人趣味」平成24年
◎「花外楼　老舗料亭の一品」平成25年
◎「浪花慕情－菅楯彦とその世界」平成26年
◎「北野恒富と中河内－知られざる大阪画壇の発信源－」　
　平成27年
◎「なにわ風情を満喫しませう－大坂四条派の系譜－」（仮　　
　称）平成29年秋期実施予定
これらの大阪画壇展を進めるなかで、平成25年から文化
庁地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支援事業の
受託事業として企画展シンポジウムを中心に助成を継続（平
成28年度現在）して受けてきた。本事業は関西大学博物館
が事務局となり「かんさい・大学ミュージアム連携実行委
員会」として関西の博物館設置校が互いに企画を調整し連
携事業を推進してきたものである。それぞれの大学の企画
展助成をはじめ、互いの大学を巡るバスツアーや訪問時の
スタンプラリーとそのための広報印刷物など多岐にわたる
連携事業を実施してきた。
特に平成26年の「浪花慕情－菅楯彦とその世界」では、菅
楯彦作品における大阪祭礼行事（住吉大社御田植神事・天神
祭・四天王寺舞楽・四天王寺日想観）の調査を通して関西大
学と本学の学生が現地に出向き、その成果を展覧会で展示
発表（写真パネル）してもらった。合わせて適宜実施された
列品解説への立会いや展示作業の実地研修など博物館実習
の一環としての役割も果たせたと思う。大学ミュージアム
の小さな企画ではあるが、関連調査や各種講座の運営実施、
また浪速文化体験講座「大川遊覧」への参加など、博物館企
画を介して、複数の大学の学生が地域や社会と繋がってい
ることを実感し得る貴重な機会を創出し得たと考えている。
④  長期にわたる地域連携
近年、多くの大学ミュージアムで事業計画案に盛込まれ
る地域連携だが、本学では他校では例を見ない30年以上の
実績がある。
河内の郷土文化サークルセンターは、河内の各地で郷土
の歴史や文化について調査・研究活動を続けている多くの
市民サークルによって、昭和59年11月3日に設立されたサー
クルの連合体である。このサークルセンターの目的は、各
サークルが相互に手を携えて親睦を図りながら常に情報交
換を行い、広範な調査・研究活動をすることによって郷土
文化の発展に寄与することを目的とし、本学谷岡記念館1
階に事務局を置き、現在、24団体で約800名の会員が各サー
クルにおいて活動している。本館が事務局として実施して
いる事業は以下のとおりである。
◎「郷土文化見学会」文化への認識を深めることを目的に、
歴史文化ゆかりの里を訪ねる見学会を実施している。
◎「史跡見学バスツアー」は河内地域を出て、遠隔地の史跡
や文化施設等を訪ねるバスツアーを実施している。
◎「サークルの集い」は加盟する各サークル会員が集い、相
互の親睦と情報交換を図り、サークルと地域文化の発展を
目指して、本学蒼天ホールを会場に実施している。
◎「郷土文化講演会」は、郷土文化への理解を深めることを
目的とし、河内地域の歴史、文化に関する研究、調査活動の
発表の場を設けている。
◎会員誌「あしたづ」の発行（サークル会員が郷土の歴史や
文化について行なった研究、調査、実践の発表誌として創
刊号（Ｈ9・3）から現在は第18号 (Ｈ28・2)まで発行している。
◎「親しむ博物館づくり事業 」 商業史博物館が中心となり、 
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毎年（平成13年以降）近隣の小学校で、実施している出前授
業で、一部サークルの協力を受けている。
以上、30年を超える連携は歴代事務職の先輩が大切に繋
いで来た実績に他ならない。その結果、成長してきたサー
クル会員があったればこそ、本館で開催される各種講座（企
画展連続講座、シンポジウム、古文書講座等）に関しても一
定の参加者が見込まれる現状がある。今後の目標としては、
これらサークル活動に学生が有機的に参加していけるよう
な機会を考えていくことであろう。
4.まとめにかえて
大学ミュージアムの根幹は館蔵資料だが、資料活用の中
心は教員であろう。しかし、博物館付の教員は少なく、私も
そうだが館業務には兼務で参画している場合が多い。博物
館学芸員課程教育の実施校でさえ、兼務事例が圧倒的に多
いのだ。資料整理や調査研究、博物館を介した地域連携の
展開などカリキュラム（ゼミナールやフィールドワーク的
な授業）の一環として取り組まないと進まない事案も多い
と思う。
先述の國學院大學と渋谷区、長崎大学と長崎市との連携
に見られるように、本学が所在する東大阪市には東大阪市
民美術センター、東大阪市立郷土博物館、鴻池新田会所な
どの施設があるが、いずれの施設も本館所蔵資料と関係が
深く、将来的な連携企画は充分に可能であろう。ところが、
冒頭に記したように自治体設置のミュージアムの現状は中
長期の視野にたった連携を進めにくい状況にある。ならば、
資料もあり学芸員養成講座を開設する大学は勿論のこと、
本学のような地域連携の実績を有する館は積極的に地域の
文教施設との連携を図るべきだと考える。それは、博物館
学芸員養成としての参画のみを提案するものではない。運
営に関するマネジメント能力の養成（経済感覚）、近年、進
みつつある大学連携による館蔵資料の効果的活用（企画力）
など、まずは現場同士の協働をもとに今までになかった広
義の連携を進めることが肝要である。
民活とは言いながら、費用対効果に陥らざるを得ない指
定管理の現場に違和感を覚えるのは私一人ではあるまいと
思うが、大学が持つコンテンツと学生・社会人の体験学習（教
育的活用）の場として、地域と大学ミュージアムとの挑戦
的な連携事業は今後の大きな可能性を秘めていると言える
のではないだろうか。
参考文献
明尾圭造『公立ミュージアムの果たすべき役割－芦屋市立
美術博物館での体験をもとに－』日本史研究624号（平成26
年8月）
『東京・渋谷から日本の文化を国際発信するミュージアム連
携事業　報告書』國學院大學博物館地域協働連携実行委員
会 /國學院大學　平成28年3月発行
『長崎大学附属図書館概要2015』長崎大学附属図書館　平成
27年6月発行
『関西圏大学ミュージアム連携活性化事業 /交流する大学
ミュージアムを目指して－関西における文化遺産の継承－
実施報告書　大学の扉を開く』かんさい・大学ミュージア
ム連携実行委員会（2013・2014・2015）
＊本稿は平成27年度大阪商業大学教育活動奨励助成による
調査の成果にもとづくものである。
学生による報告・記録
こ の 章 で は、 博 物 館 実 習 参 加 者 か ら 2名、 美 術 館 イ ン
タ ー ン シ ッ プ 参 加 者 か ら2名 の 報 告 を 掲 載 し て い ま す。
博 物 館 実 習 を 終 え て 学 ん だ こ と
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デザイン学部  ビジュアルデザイン学科4年
山脇　秀子
博物館実習を終えて、改めて学んだことは、これまでに3
年という時間をかけて学んできた、博物館学芸員課程の講
義がすべてであるということです。
実習は、その集大成であり、これまでの講義を振り返る
期間でもありました。
実習の現場では、講義で先生が何度も繰り返しおっしゃっ
ていたことが、必ず必要になります。つまり、社会人として
の振る舞いです。実習は、その社会人としての意識が試さ
れる期間であるということです。
講義では、社会に出ても、誰も教えてはくれないマナー
をたくさん学びました。もちろん、具体的な博学の知識も
たくさん学び、実習の現場では重要です。つまり、その知識
を引っ提げ、現場にて業務に携わるには、まず、社会の仕組
みを理解し、職場では組織の一員であることを自覚する、
社会人としての立ち居振る舞いを身に付けること、これら
が博学課程のスタートであり、基盤であることを学びました。
博物館業務は多岐に渡ります。勤務しているのは学芸員
だけではないということです。博物館も組織として、他の
様々な部門が存在し、関わり、成り立っています。また、館
外の企業との繋がりも重要です。
夏季に県展が開催されましたが、美術品の輸送・陳列作
業に専門的に携わる会社のプロフェッショナルな人々の尽
力なしでは、展示が成り立たなかったことが身に染みまし
た。館内では、職員はじめ、ボランティア、実習生が総動員
で取り組んだ事業でした。このことからも理解できるように、
社会では、ひとりでは何もできないということ、分担、連携
が必要、チームワークで成し遂げるのだということ、一日、
一日反省し、翌日には改善、課題をいつまでも放置しない
意識、努力が重要であるということを、深く学ぶことがで
きました。
また、実習期間に行われた夏休みワークショップでは、
私が認識していたこれまでの美術館の、厳かで、静寂なイ
メージが崩れ落ちました。大変な賑わいで、終始、親子の活
気と笑顔で溢れた時間でした。このような事業も美術館に
は必要であり、展覧会に足を運んでくださる来館者だけが、
長年の顧客に繋がる訳ではないのだということを思い知り
ました。私の勝手な思い込みが払拭されたときでした。
また、子どもたちが、制作に夢中になり、目を輝かせてい
る姿を目の当たりにし、実習生として、芸工大生として、創
作する姿勢、初心を見つめ直すことができ、大変感慨深い
ものがありました。
私が、実習中にて課題を解決することに対して、結果を
求めるあまり、焦ることがありました。職員により丁寧な
指導を受け、確実に成果を挙げることができたとき、落ち
着いて課題と向き合う姿勢を忘れていたことを反省しまし
た。
博物館学芸員課程は、実習が終了してからもまだまだ続
きます。実習を振り返り、自分の中でひとつひとつ反省す
ること、また、講義にて履修生各々からの活動報告、情報交
換も重要な学びです。貴重な、実りある実習期間であった
と感じています。
最後に、本学入学以前の私は、博物館、美術館を訪れても、
来館者としての観点でしか、楽しみ、学ぶことがありませ
んでした。博物館学芸員課程を履修し、4年間の学びを経て、
成長することができた自分が今、ここにいます。4年もの時
間を費やす意味、その成果を実感しつつあります。私の、博
物館、美術館を楽しみ、学ぶ観点が、確実に変化してきてい
るということです。更に楽しみ、学びを深めることができ
るのではないかと確信しています。
私の、今後の人生に大きく影響し、財産を残すことがで
きた学問でした。
実習館の兵庫県立美術館の皆様並びに先生方各位のこれ
までのご指導に感謝致します。
博 物 館 実 習 を 終 え て 学 ん だ こ と
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デザイン学部  ファッションデザイン学科4年　　　
伊藤　美夏
まず、今回の実習先である福井県立恐竜博物館について
述べたいと思う。この施設は恐竜を中心とした古生物やそ
の背景となる地球の歴史を対象にし、国際的な視野に立っ
た恐竜化石研究の拠点である。展示等を通じて研究成果の
先端的な情報を誰にでも分かりやすく提供するとともに、
さまざまな情報通信手段により世界規模で研究情報の受発
信を行っている。また恐竜化石発掘場などの屋外の自然環
境を広く利用し、体験学習も行えるフィールドミュージア
ムとしての性格も兼ね備えているところがこの施設の強み
である。実習に行く前は、学芸員は事務的な仕事が多い印
象だったが、実際はそうでなかった。学芸員が館内の展示
物を来館者に解説してまわるツアー企画を開催し、野外博
物館の体験型ツアーでは催しの準備や解説を行うなど、仕
事は多岐にわたり、館内で事務作業をしているというイメー
ジは一切なくなった。
特に野外博物館での化石発掘体験ツアーで参加者へ道具
の使用方法を説明したことが印象に残っている。このツアー
では専用バスに乗って博物館から10キロ程離れた発掘現場
に向かいそこで実際に化石を発掘する体験ができる。発掘
に使う道具は危険なものが多く、必ず体験前に取り扱い方
の注意を行う。今回わたしは、その重要な仕事を任された。
参加者は親子が多く、子供にわかるような言葉での説明が
求められた。ただ説明するだけではなく、参加者の目線に
立ったサービスが求められ、なおかつ安全でなければなら
ないという点に気付くことができた。安全面への配慮は、
企画を考える上で大切だと学んだ。発掘体験は一日に何回
も行われるので、数回この課題に挑戦することができたが、
一回目は完璧にこなすことができず学芸員の方のフォロー
を受けた。数回繰り返しているうちに伝えなくてはならな
いことが自分の中で整理することができ、明確に伝えられ
るようになった。この経験を通して、失敗からいかに学ん
で次に繋げるか、そこから改善できるかということが重要
であると感じた。
今回の実習では、他の実習館では体験できないようなこ
とを経験した。それは、化石クリーニングの体験である。
発掘現場で発見された化石のまわりにはまだ多くの石の固
まりがついている。化石クリーニング作業では、このまわ
りについている石をチゼルという道具を使用して削り、資
料として保存できる状態に仕上げる。とても繊細な作業で
削りすぎると化石に傷をつけてしまうので、細心の注意が
必要である。普段、学芸員はこの作業は行わず、化石クリー
ニング専門の人がこの作業を行う。今回は実習ということ
で、特別に体験させてもらえ、とても貴重な体験になった。
気が張りつめた中での作業は緊張感があり、自分が想像し
ていたより根気のいる作業であった。少しでも気を緩める
と石が大きく削れてしまい焦ることがあった。この化石ク
リーニング室は、来館者も外から見学できるように来館者
の動線上にあり、ガラス張りになっている。実際の作業風
景を展示の一部にしているところがとても面白く、来館者
の関心を掴むのではないかと感じた。この化石クリーニン
グも来館者が体験できるようになったらいいのではないか
と考えることもあったが、道具の使用方法が難しいことや、
危険を伴う作業なので安全面が確保しにくく、難しいよう
であった。
このように私が実習で体験したように実習先によって体
験できることが変わってくると思う。ゆえにできるだけ実
習前に数多くの美術館や博物館に足を運び、それぞれの施
設の特徴を掴んでおこくことが実習を充実させるポイント
になると私は考える。私の場合も、2回生の夏期休業の間に
いった美術館インターンシップの経験のおかげで、様々な
点を比較することができ、博物館という場所を理解する上
で多くの気付きがあった。とくに、バックヤードはインター
ンシップや実習などの機会がないと見学することができな
い。実際に今回、展示物の違いで搬入口の大きさ、搬入経路、
倉庫の大きさなど目につくだけでも美術館とは多くの点で
違いがあった。実習に行ってからでは遅いので、事前に自
分の中でチェックしポイントを整理してから臨むととても
充実した実習になると思う。また実習中は、来館者と接す
ることも多くあるので身だしなみを整えることや言葉遣い
にも普段から気をつけていると、自然に落ち着いて行動で
き、苦労しないのではないかと思う。
美 術 館 イ ン タ ー ン シ ッ プ を 経 験 し て
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先端芸術学部  映像表現学科3年
平井　美穂
今回、横尾忠則現代美術館にてアーカイブ整理や事務作
業、コンサートやワークショップの補助、大掃除、展覧会の
開会式の見学までを経験させていただきました。
私がインターンシップに申し込みをしたのは、実際に美
術館で業務を体験させていただくことで今後の博物館学芸
員課程の講義をより有意義に受講し、博物館実習に自信を
持って参加できるようにしたいという思いからでした。実
際に、インターンシップ後の後期の授業では先生のお話を
美術館で目にしたことと重ね合わせながら聴くことができ
るようになり、よりリアリティーを感じながら学べるよう
になりました。そればかりでなく、学校では学ばないよう
な「社会人」の仕事の進め方についても少し知ることがで
きました。具体的に二つの例を挙げます。
一つめは「引き継ぎの仕方」です。期間中は毎回日誌を書
きました。その中で次の担当者への引き継ぎ事項を記入す
るのですが、自分の担当中に起こった事実だけでなく、そ
の事実にどう対処したのか、解決済みか未解決なのかとい
うことを「次の担当者が疑問に思わないように明記しなけ
ればならない」ということを学びました。
二つめは「職場での気の使い方」についてです。今までは
部活動などを通して先輩にも後輩にも些細な動作にまで精
一杯気を遣うべきものだと教わってきました。不器用な私
はそこに一番気を配ってしまい、周りが見えなくなること
が多々ありました。しかし、美術館という多くの人が協力
し大きな業務をこなしている場で「職場では人間関係に気
を遣うことは当たり前ですが、それ以上に仕事として大切
なことがあり、それを職場に出入りする人が全員で守って
いる」ということを学びました。「目の前のことだけを見ず、
その時に本当に大切なこと」を考えて行動しなければなら
ないのだと気づくことができました。
博物館学芸員課程生としても、大学生としても、非常に
有難い経験をさせていただくことができ、本当に良かった
と思います。
芸術工学部  プロダクト・インテリアデザイン学科2年
　　　　　　　　　　　　　　　　小手川　諒
ここでは美術館インターンシップ生として横尾忠則現代
美術館で体験し、そこで学び感じてきたことを簡単ではあ
るが、整理してまとめていきたい。
横尾忠則現代美術館へのインターンシップは7月16日か
ら9月11日までの計14日間というごく短い期間ではあるが、
お世話になった。横尾忠則現代美術館では授業だけでは学
べない実際の現場での様々な実務という体験ができた。そ
の内容は、1次調査、1次調査後の登録仕分け作業、資料作成、
テープ起こし、ワークショップ補助、館内各所の大掃除な
どと、多岐にわたった。そのどれもが重要なことで貴重な
体験だった。そのなかで、細かく体験した1次調査、館内各
所の大掃除、ワークショップ補助の具体的取り組みの内容
について以下に記す。
1次調査は作品や資料を調査する際に行う最初の作業で
ある。作業の内容は未調査の資料、作品の状態を確認し写
真を撮り記録していく。この作業は作品資料に触れること
ができる機会で、嬉しい反面、かなり神経も使った。
館内大掃除はアーカイブルーム、収蔵庫はもちろんのこ
と館全体を清浄な環境に保ち、作品や資料を適切に保存す
るために欠かせない作業である。作業を担当した場所は機
械室ほか数か所であった。収蔵庫周辺にはまったく発見物
はなかったが、清掃を徹底して行い、虫害などを日常的に
監視して様々な被害を未然に防ぐ IPM（総合的有害生物管
理）の重要性について考える良い機会になった。
ワークショップ補助は夏休み期間中に行われ、主に小学
生以下を対象にされていたものを今回は担当した。ワーク
ショップで行った作業は現場のスペース確保、準備、受付、
館内見回り、作業補助、片付けなどであった。このワーク
ショップは博物館、美術館における教育普及プログラムに
当たるものであり、館の重要な仕事のひとつであった。
今回、横尾忠則現代美術館では普段の授業だけでは学べ
ない様々なことを体験することができた。これからも授業
やそれ以外のことでもインターンシップで学んできたこと
を活かしていきたい。　

報告・記録
この章では、本学の博物館学芸員課程の活動記録、各種統計データを記載しています。
博 物 館 学 芸 員 課 程 履 修 者 数 / 就 職 状 況 / 博 物 館 学 芸 員 課 程 運 営 報 告
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博 物 館 機 関 等 へ の 就 職 状 況
豊岡市立美術館－伊藤清永記念館－ / 呉市入船山記念館         
①博物館実習（20名参加）
・全体オリエンテーション　4月16日
・学内実習（事前・事後指導、見学実習、全体のまとめを含む）4月から12月まで　
・館園実習　7月から10月までの間、各実習館日程にて実施。
・全体のまとめ　1月14日
②館園実習派遣先（博物館実習館）2014～2016年度
兵庫県立考古博物館、兵庫県立美術館、兵庫県立人と自然の博物館、神戸市立博物館、神戸市埋蔵
文化財センター、神戸市立森林植物園、神戸市立青少年科学館、姫路市立美術館、西宮市大谷記念
美術館、伊丹市立美術館、伊丹市昆虫館、明石市立天文科学館、BBプラザ美術館、竹中大工道具館、
大阪市立美術館、大阪商業大学商業史博物館、大阪青山歴史文学博物館、福井県立恐竜博物館、宮
崎県立美術館、備前長船刀剣博物館　(順不同)
本年度は、4年次生20名が博物館実習に参加した。対人関係の多い学芸員に必要なコミュニケーショ
ン能力の重要性について指導を行うとともに、課程科目の履修状況を確認しながら計画的な履修を行
うように注意を促した。ミュージアムの現場を知るうえで有益なミュージアム事業への参加を促し、
横尾忠則現代美術館インターンシップに課程生7名が参加した。
2016 年度 博物館学芸員課程運営報告
2016 年度 博物館学芸員課程履修者数
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2016 年度 教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
委員長　   津田 徹　　　　 基礎教育センター　准教授
副委員長　山﨑 均   　　　 基礎教育センター　教授
副委員長　寺田全輝　 　　 教務課 課長
               桑田 芳治   　　 基礎教育センター   特任教授
　　　　　藤井 淳一　　   基礎教育センター   特任教授
　　　　　福島 美和   　　 基礎教育センター　特任教授
　　　　　川北 健雄   　　 環境デザイン学科　教授
　　　　　安森 弘昌　　　 プロダクト・インテリアデザイン学科　准教授
　　　　   ばんば まさえ   ファッションデザイン学科　教授
　　　　　高 台泳　　　   ビジュアルデザイン学科　助教
　　　　　橋本 英治　　   まんが表現学科　教授　
　　　　　金子 照之         映像表現学科　准教授
　　　　　谷口 文保         アート・クラフト学科　准教授
2016年度 教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員
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『神戸芸術工科大学 博物館学芸員課程年報』に関する概要
        
1.ねらい
　本学博物館学芸員課程の教育活動ならびに研究活動に資するため、『神戸芸術工科大学 博物館学芸員課
程年報』を設ける。
2.構成
　原則、以下の構成とする。執筆の権利を有するのは以下の下線①～④の者とする。
　①本学博物館学芸員課程担当の教職員（専任、特任、非常勤）の研究・教育活動の報告
　②本学博物館学芸員課程実習館等関係者による報告
　③本学博物館学芸員課程履修学生（科目等履修生を含む）の教育・学修成果の報告
　④既卒者（現役学芸員・博物館関係者）からの寄稿メッセージ
　⑤本学博物館学芸員課程の年間運営活動の報告
　⑥博物館学芸員課程履修者数・資格取得者表
　⑦その他（必要に応じて、教職課程・博物館学芸員運営検討会にて審議する）
3.発行
　年度末（毎年3月末）に発行する。
4.編集
　博物館学芸員課程専任教員および事務局職員とする。
　原稿は各自の執筆者本人による責任とする。
　原稿形式は、『神戸芸術工科大学紀要』の執筆要項に準ずる。
　提出は、完全原稿とする。執筆手続きについては別途定める。
5.その他
　詳細は別途定めることとする。必要に応じて教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて検討する。
編 集 後 記
神 戸 芸 術 工 科 大 学『 博 物 館 学 芸 員 課 程 2 0 1 6 』
17
2016 年度　博物館学芸員課程編集後記
　この度、無事、『神戸芸術工科大学 博物館学芸
員課程年報 2016』創刊号を発刊させていただく
ことができました。これもひとえに、皆様の暖か
いご指導とご支援の賜物と、心から感謝申し上げ
る次第です。本学実習生に貴重な館園実習の機会
をご提供いただき、様々な現場で適切なご指導を
賜った博物館のご担当者並びに関係各位に対し、
改めてお礼申し上げます。博物館学芸員資格を取
得するために必要な必修科目や関連科目の運営に
携わっていただいた教職員をはじめ、寄稿いただ
いた教職員、学生各位に改めてお礼申し上げます。
　博物館は、社会のなかでその重要性を増すとと
もに常に存在意義を問われ、博物館のなかで中心
的役割を担う学芸員の仕事はますます高度化、専
門化を遂げて、重要になっています。社会に役立
つ人材を育てる意味で、博物館学芸員の育成にこ
の本年報を役立て、まだ産声を上げたばかりです
が本年報を継続的に世に送ることによって、社会
とのきずなをさらに深め、より充実した教育と課
程運営をおこなっていきたいと思います。
山﨑　均
基礎教育センター / 教授
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教 育 実 習 か ら 見 え た も の
　　　　　　                       基礎教育センター 特任教授　桑田　芳治
本学における「美術科教育法Ⅱ」と教育実習を結ぶ―演習指導に徹する―
　　　　　　　　　　　　基礎教育センター 特任教授　藤井　淳一
　　　
本学の教職課程の指導にあたって
　　　　　　　　　　　　基礎教育センター 特任教授　福島　美和
美術科教育法Ⅰにおける模擬授業について
　　　　　　　　　　　　アート・クラフト学科 准教授　谷口　文保
　　
教育原理―教育理念や歴史を通して教育的諸問題を考察する態度を身につける―
　　　　　　　　　　　 基礎教育センター 准教授　津田　徹
　　　　　　　　　　　　　　　
工業高校と工業教員養成について
                                       兵庫県立兵庫工業高等学校 前校長　前田　学
卒 業 生・学 生 に よ る 報 告・記 録  
高等学校非常勤講師を経験して
                                             2015年度 先端芸術学部 メディア表現学科卒業生　吉永　祥子
中学校の常勤講師を経験して
                              2015年度 デザイン学部 プロダクトデザイン学科卒業生　宮田　智也
教育実習を終えて改めて学んだこと
                                             デザイン学部 ビジュアルデザイン学科4年　佐藤根　ぴあの
 　　　　　　　　　　　デザイン学部 ビジュアルデザイン学科4年　石田　佳帆
　　　　　　　　　　　　デザイン学部 ビジュアルデザイン学科4年　吉田　淳人
　　　　　　　　　　　　デザイン学部 ビジュアルデザイン学科4年　長江　亜里沙
　　　　　　　　　　　 デザイン学部 環境・建築デザイン学科4年　上原　颯斗
                                             デザイン学部 環境・建築デザイン学科4年　山口　陽
　　　　　　　　　　　 先端芸術学部 まんが表現学科4年　辻　翔太
 　　　　　　　　　　　先端芸術学部 映像表現学科4年　稲員　穂ノ果
　　　　　　　　　　　　先端芸術学部 映像表現学科4年　小林　奈未
　　　　　　　　　　　 先端芸術学部 映像表現学科4年　本位田　侑紀
　　　　　　　　　　　 先端芸術学部 クラフト・美術学科4年　荒牧　悠
　　　　　　　　　　　    先端芸術学部 クラフト・美術学科4年　髙野　翔歩
18
23
27
29
33
36
38
39
40
41
42
43
44
45
40
41
42
43
44
45
神戸市スクールサポーターを経験して
　　                                  芸術工学部 ビジュアルデザイン学科2年　安西 菜夏
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教員による報告・記録
この章では、本学の教職課程のねらいや教育活動、また各教職
課程担当教員による授業のねらいや研究状況などを報告します。
教 育 実 習 か ら 見 え た も の
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教育実習から見えたもの
基礎教育センター 特任教授　桑田　芳治
1.はじめに
教職課程でのメインイベントは教育実習です。本学では
4年次に実施しています。科目としての教育実習は、通年授
業で、集中講義で行っています。実習校での教育実習を挟
んで、事前指導と事後指導を4名の教員で行っており、実習
校へは5名の教員で研究授業を中心に指導に訪れています。
実習は9月に行う学校もまれにありますが、おおむね5月末
から6月にかけて行われますので、事前指導は4・5月に集中
して、社会的常識、教員として守るべきルール、教員の視点
でとらえた学校像、生徒への対応などを本校でまとめたテ
キストを使って主に講義形式で学習します。事後指導の中
心は数名の教職に就いている卒業生を招いて現場の様子と
か、採用試験対策などを話してもらう座談会です。
この稿では教育実習の指導過程で見えた現在の中学校の
様子と、私が担当している工芸科教育法Ⅰ・Ⅱが中学校の
教員免許取得の必履修科目になっていることから、中学校
での授業向けの教科指導の試みについて書いてみたいと思
います。
2.美術の先生がいない
ある地方の中学校へ教育実習の研究授業を視察にいった
おり、挨拶に立ち寄った校長室での話で、校長先生が開口
一番に「本校には美術の先生がいない」と言われました。前
年度に教育実習を引き受けていただいた時には既に美術の
先生が転勤され、その後の補充がなかった状態であったよ
うで、よく引き受けて頂けたものだと思うとともに、驚き
も禁じえませんでした。
美術の先生がいないのに美術の授業ができるのはなぜか？
中学校で教えるためには、担当する教科の教員免許を持っ
ていなければなりません。しかし、どうしてもある教科を
担当すべき免許を持つ教員を充てることができない場合、
校長はその教科の免許を持っていない教員に対して当該教
科の臨時免許を交付してもらうよう都道府県を通して文部
科学省に申請を行います。都道府県の教育委員会は学校に
対して臨時免許の申請をしないで済むように努力すること
を求めますが、中学校の小規模校では、やむを得ない事情
が多々あるのでしょう。こういうことがあるということは
頭ではわかっていることなのですが都市部にある学校では
臨時免許で教えているという例は多くはないため、私には
現実感がありませんでした。
この中学校は1学年3クラス規模の学校です。なぜ小規模
校では美術の先生がいなくなるのかを説明しましょう。次
の3点が前提となります。中学校の先生は教科別に免許が
交付されます。教科の年間指導時間数は学習指導要領で決
められています。公立学校の教員数は教員定数法で決めら
れています。そこで校長は一定の教員数を、教科ごとの時
間数の比率に応じて割り振ります。現行学習指導要領にお
ける美術の年間指導時間数は、第1学年で45時間、第2学年、
第3学年が35時間と決められています。これを週当たりの
時間数に換算すると第1学年は1.3時間、第2・第3学年は1時
間ということになります。1学年3クラス規模の中学校の場
合、3学年全体で美術の授業時数は週当たり10時間となり
ます。中学校の先生は週当たり20時間程度の授業を担当す
るのが普通ですから、10時間では半人分ということになり
ます。校長は様々な定数の加配分等を駆使して半人分の授
業時間しかない教科にも教諭を充てることができるように
努力しますが、それでもダメな時に臨時免許を使うことに
なります。学習指導要領で決められている教科ごとの授業
時間数の少ない教科が主に臨時免許の対象になります。
平成28年3月末には、たくさんの小、中学校が閉校になり
ました。ニュース番組で何度も各地の歴史ある学校が閉校
になると放送されました。学校基本調査によると小学校で
658校、中学校で256校が閉校したようです。これを前年の
減少数と比べると小学校で2.61倍、中学校で3.51倍となり、
平成27年度にあった小学校の3.2％、中学校の2.4％が無く
なったようです。多くの学校の閉校により中学校の平均生
徒数は330.5人から330.6人とほぼ変わらずとなりました。
閉校するということは、小規模校であったということで、
その多くの学校で臨時免許による美術教育が行われていた
と考えることができますが、新たに作られたり統合された
りした学校は規模としては大きくなるので美術の先生に教
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えてもらうことになる生徒が増えたと考えることもでき、
美術教育にとっては朗報にも思えます。
3.700人の生徒を評価し成績をつける先生
今年の事後指導で招いた卒業生の話です。今年4月に新
たに中学校の教諭として採用され勤務しています。その中
学校は1学年6クラス規模の学校で、全学年で19クラスあり
ます。上記の持ち時間数の計算から、1学年が6クラスとい
うことなので美術の時間数は週あたり20時間となります。
中学校の先生の持ち時間数は20時間程度なので、ここでは
一人の美術教員が学校すべてのクラスの授業を担当すると
いうことになります。19クラスの生徒数は1クラス40人で
すから最大で760人です。（最少は643人で、卒業生の勤める
中学校は650人ほどということです。）
この卒業生は高校の教員になりたくて準備をしてきてお
り、今年の3月まで高校の非常勤講師をしていました。残念
ながら兵庫県では高校美術の採用試験がなく中学校の試験
を受けて合格しました。元気でやっているのですが、一つ
だけ大変なことがあるということでした。それは、全学年
で行う期末考査の筆記テストです。全校生徒650人の答案
を一定期間の間に採点することがあまりにも大変であると
いうことでした。その650人の成績を転記し、作品の評価や
日常の授業の評価と合算して成績を出す仕事は作業だけを
考えても大変なことであると想像できます。学年6クラス
規模の中学校は都市部ではよくある規模であると思われま
すから、多くの美術の先生が700人を超える生徒の評価を
一人で引き受けているということになります。音楽科は美
術科と同じですが、他の教科では、分野を分けて担当して
いるような場合を除いて700人の2分の1とか3分の1とかの
生徒数になります。700人を個に応じて評価することは誰
でもができることなのでしょうか？
高等学校の学習指導要領では教科に複数の科目が置かれ
ており、しかも標準単位が1単位のものは理科の理科課題
研究しかありません。2単位と定められている科目のうち
保健だけが、学習指導要領の第6節第3款1（3）に「保健は原
則として入学年次及びその次の年次の2年間にわたり履修
させるものとする。」とわざわざ明記して1単位の分割履修
をしています。その他の科目では1単位になる分割履修は
認められていません。例えば標準単位3単位の国語表現を
分割履修する場合1単位と2単位に分割することはできませ
ん。1単位増やして合計で4単位とし分割する必要がありま
す。これは教育効果を考慮したものだと私は考えています。
保健を1単位と指定しているのは体育との関連があるからで、
高校では週1時間しか授業しない科目は基本的にないとい
うことです。
高校の美術Ⅰは2単位の必修科目です。必修と言っても
芸術科の中での選択必修なので、中学校と違ってクラス単
位で教えるということはあまりありません。3クラスを音
楽Ⅰ、美術Ⅰ、工芸Ⅰ、書道Ⅰの4科目の講座に展開したり、
2クラスを3展開したりして生徒の希望をできるだけ叶える
ように、かつゆとりある授業や科目の特性に応じた授業が
できるように工夫しています。美術Ⅱや美術Ⅲは選択科目
となる可能性が高いので、講座当たりの人数が40人という
ことはなく、10人ほどの希望者でも開講することがありま
す。教諭で18時間の美術を担当したとしても2単位の科目
ですから生徒数は最大360人となります。中学校とはずい
ぶん違います。この人数なら個別指導ができる状況で、じっ
くり作品と日常の授業の様子を見て評価することができま
す。週当たり2時間の授業は生徒にとっても、先生にとって
も充実した学習を進めることができる最低の条件であると
高校の現場では考えていました。
中学校の学習指導要領では昭和33年から既に美術は第2・
3学年で週1時間の設定になっていました。ただ、このとき
は選択教科として美術も設定されており3年間で6時間を超
える授業を受けることも可能でした。その後第3学年の美
術は週1時間と固定され、3年間で5時間ということになり
ます。そして平成10年度から実施された学習指導要領で、
美術と音楽の2教科が、第2・3学年で週1時間、第1学年で1.3
時間という現行と同じ時間数となったのです。以来もう18
年が経とうとしているので、既に定着していると言えるの
かもしれませんが、なぜ高等学校では避けている週に1時
間ずつしか授業のない科目を中学校では当たり前のように
実施しているのか不思議でなりません。
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4.美術科の筆記テストについて
美術科において言語活動の充実を図ろうとして作品を前
にして合評会をしても、子供たちの語彙が少なくて内容が
深まっていかない。どうしたものか？語彙や知識の定着を
図るために筆記テストをするとよいかもしれない。と考え
たことがあります。筆記テストは点数が明確に表れること
から知識等の定着度を測ることができます。点数は評価の
根拠となり、子どもや保護者への説明責任を果たし易くな
ります。そして、評価対象の子供たちが増えれば増えるほ
ど評価の根拠としての筆記テストの重要性も増してきます。
こんな流れで美術科の筆記テストは中学校では結構実施さ
れているのではないでしょうか。件の卒業生は仕事量と教
育効果の間で揺れ動いています。
中央教育審議会教育課程部会の教育課程企画特別部会は
次期学習指導要領に向け、論点整理を発表しました。その
中で、芸術系教科・科目における知識について、「一人一人
が感性などを働かせて様々なことを感じ取りながら考え、
自分なりに理解し、表現したり鑑賞したりする喜びにつな
がっていくものであることが重要である。知識が、体を動
かす活動なども含むような学習過程を通じて個別の感じ方
や考え方等に応じ、生きて働く概念として習得されること
や、新たな学習過程を通じて更新されていくことが重要で
ある。」としています。美術科における「知識」については
筆記テストに馴染むものではなく、作品等のアクティブな
活動の結果として現れてくるものの中にこそ見て取ること
ができるものであると考えます。
論点整理のキーワードのひとつに「アクティブ・ラーニ
ング」があります。文部科学省では「教員による一方向的
な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への
参加を取り入れた教授・学習法の総称。 学修者が能動的に
学修することによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、
知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問
題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内で
のグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワー
ク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である」と説
明しています。美術の教育方法はアクティブ・ラーニング
そのものであると思わせる内容です。美術教育連絡協議会
という組織が平成27年6月30日付けで文部科学大臣あてに
「美術教育の充実に向けての要望書」を出していますが、そ
の中に「美術教育はアクティブ・ラーニングのモデルを提
供し推進する」という項目を立てて美術の学習活動の本質
は主体的で共同的な問題解決学習であるとしています。し
かしこれには賛成しかねる部分があります。アクティブ・
ラーニングにおける学びをどのように評価するのかについ
ては定まったものがありません。論点整理では今までの学
習指導要領と違って評価も含めて考えていこうという姿勢
を示しています。700人の評価を一人で担当するような教
科で十分な指導と評価ができるとは考えられません。
論点整理のもう一つのキーワードはカリキュラム・マネ
ジメントです。「学校は「社会に開かれた教育課程」を実現
するという理念のもと、学習指導要領等に基づく指導を通
じて子供たちが何を身に付けるのかを明確に示していく必
要がある。そのためには、指導すべき個別の内容事項の検
討に入る前に、まずは学習する子供の視点に立ち、教育課
程全体や各教科等の学びを通じて「何ができるようになる
のか」という観点から、育成すべき資質・能力を整理する必
要がある。その上で、整理された資質・能力容等を検討し、
その 内容を「どのように学ぶのか」という、子供たちの具
体的な学びの姿を考えながら構成 していく必要がある。」
としています。そして、教育課程全体を通した取組を通じて、
教科横断的な視点から教育活動の改善を行っていくことや、
学校全体としての取組を通じて、教科等や学年を越えた組
織運営の改善を行っていくことを求めています。また、各
教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を
踏まえた教科横断的な視点で、その目標の達成に必要な教
育の内容を組織的に配列していくなどとしています。 
美術科で教えるものはすべて美術科で完結するべきとい
う考え方ではなく、美術科としてもカリキュラム・マネジ
メントに積極的にかかわり、学校全体の教育課程の工夫に
委ねるべきであることは委ね、美術科の本来の教育活動に
専念するべきであると考えると、美術科の筆記テストの必
要性はなくなるのではないでしょうか。
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5.学校での美術の時間を増やす
美術の先生がいなかったり、700人を超える生徒の評価
をしたりという問題は、学習指導要領で示される授業時間
数が増えれば解決することです。論点整理を読んでいると、
子ども目線の発想が随分あり、子どもたちにとってはどの
教科も同じような配慮、慎重さで指導、評価されるべきで
あるという原則が見えているように思われます。700人だ
から粗雑に評価したということはないわけですが、アクティ
ブ・ラーニングの評価方法や基準を考えていく過程で、一
人の先生に何人の生徒が教えてもらうのが適切なのかとい
う考えもあってよいのではないかと思われます。新しい学
習指導要領に期待したいところです。
といっても、現実には美術科や音楽科の授業時間数が増
える可能性はまずありません。
それでも、実際に手を動かして絵を描いたり、物を作っ
たりする時間、あるいはイメージを膨らませ、明確にし、現
実化する手立てを考える時間を増やす可能性はあります。
自分で構想を練ることができる範囲という限定があります
が、家庭学習を美術の学習の中にも積極的に取り入れるの
です。講義型の教科では反転授業という方法が効果を上げ
ているようです。反転授業とはEラーニング等 ICTを使っ
て家庭で講義部分の学習を行わせ、学校ではクラス集団や
器具等が必要な演習や討議や実験などで理解を深めたり知
識を定着させたりするような授業の形をいいます。
教育実習における未熟な学生の研究授業であるからです
が、子どもたちが手を動かす時間があまりにも少ないのです。
反転授業のようにあらかじめ家庭で学校の授業では何をす
るのかを知らせておき、道具や材料の用意や作りたいもの
や描きたいもののイメージを膨らませておけば、授業時間
が始まると同時に作業に取り掛かることができます。50分
のうち40分は描いたり作ったり考えたり話し合ったりする
ことができるような授業計画を組み立てることができれば
よいと考えています。
そこで、工芸科教育法Ⅰ・Ⅱで、反転授業で使える事前指
導用の動画を作る課題に今年度から取り組みはじめました。
学生は年間に4本の動画づくりにかかわります。
1本目は「地域の工芸を紹介する」というもので、5月の連
休に里帰りする学生も居ることから、出身地にある工芸品
や工房などを2分間で紹介してもらいます。映像表現学科
の学生も履修しており、素晴らしい動画を編集してきまし
た。
2本目は1本目で分かった編集能力の高い学生を核にして、
グループで同じテーマの5分ほどのハウツーものを作ります。
今年は陶芸の板づくりの成型過程をまとめました。
3本目は前期のⅠで考えさせた年間指導計画案から素材
が偏らないように、また、ほとんどの学生が初めてであろ
う技法を4つ選び、似たような計画を立てていた者をグルー
プにまとめてそれぞれ導入用の動画を作りました。授業の
導入は動画だけで行いあとは机間巡視で授業を進めていく
という2校時分の模擬授業を行いました。
具体的にはフルモルド法を使った亜鉛のペーパーウェイ
ト制作、合板によるスツール制作、羊毛の染とフェルト化
によるコースター制作、アイロン曲げ木によるバングル制
作の4グループでした。
4本目は各自の模擬授業を事前学習動画により導入し動
画で与えた宿題をめぐっての模擬授業を行うというもので
す。
この授業を始めるにあたりスマホを持っているかどうか
を確認しました。全員が持っていなければ、実施しないつ
もりでしたが、全員持っていました。当初はスマホで撮影
し編集し配信も含めてと考えていましたが、PCの動画編集
ソフトを使っている学生もおり、使いやすいものを使うと
いうことにしました。するとファイルが大きすぎたり、様々
な動画の形式があり、再生できない端末が出てきたり、ク
ラウドを使うと費用が発生したりなど様々な問題があるこ
とがわかりました。これだけ ICTを使った教育といわれま
すが様々な費用が発生し、まだまだ難しいことがいっぱい
あるなというのが正直な感想です。
6.おわりに
教職課程を履修し教育実習まで脱落せずにたどり着ける
のは、まじめで、粘り強く、何事にも意欲的に関わる学生た
ちです。教育実習先でお会いする美術の先生方も臨時免許
の先生も含めて教科指導に熱心に取り組んでおられる様子
教 育 実 習 か ら 見 え た も の
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が、お話だけでなく美術教室にも表れています。しかし現
実は、少数派で2.、3.、で見たように厳しいものです。
学習指導要領の改訂の毎、期待より不安を払拭するのが
精いっぱいだったように思います。次期の改訂では、カリ
キュラム・マネジメントの重要性が説かれています。教育
課程は学校が編成するものですが、今回はその編成に際し
てもっと学校のマネジメント能力が問われることになるで
しょう。少数派に対する心配りを期待すると同時に、少数
派の美術の先生が、学校のカリキュラム・マネジメントに
深くかかわり、学校の活性化、地域の活性化に美術を通し
て取り組んでいくことも期待されています。その美術の先
生の中に本校の卒業生もきっと居ると考えています。
美術・工芸教育だけでなく美術・工芸を通して学校や地域
を元気にする先生づくりを本学の教職課程は進めてきまし
たし、これからもいっそう進めていきたいものです。
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本学における「美術科教育法Ⅱ」と教育実習を結ぶ
-演習指導に徹する-
基礎教育センター 特任教授　藤井 淳一
1.はじめに
今年度の教育実習は5月中旬から6月末にかけて実施され
た。今年度の担当は7名であり、教育実習を通して、日々成
長していく学生達を視察することは、楽しみでもあり、少々
不安なところでもある。自らの授業を通して、教えてきた
ことや考え方がどの程度理解され、教育実習という場で生
かされて実践できているのか確認することができるからで
ある。そもそも、「美術科教育法Ⅰ」を通して、基本的な、指
導案や年間計画、学校教育活動の内容や指導などを学び、
その基本を踏まえて「美術科教育法Ⅱ」では、より実践的な
立場にたち、演習を通じて、教育実習で必要なスキルや将
来、教員になった時に自信を持って、自らの「美術科教育を
展開できる力」の育成を図ることを目標としている。「美術
科教育法Ⅱ」で育成された力が、教育実習という場で、初め
て実践され、起こりうる様々な問題をどのように対応でき
るのか、学生達は、初めて自らの実践力を試されるのである。
当然、人としてのこれまでの「生き方」や経験の違いで、そ
の対応は異なるが、本人が目の前の課題に対して、どうい
う解決策をみつけ、取組み、乗り越えて行くかを試されて
いるのであり、学生達は、こうした経験を積むことで成長し、
教員としての進路や将来像を描いて行くものと信じている。
現場というものは、机上で考えてきた以上に変化があり、
多様な問題をかかえている。3週間（又は2週間）という限ら
れた期間だが、多くのことを見聞きし、解決に向け真摯に
取組む姿勢を見に着けて行く、こうした経験こそが将来、
どのような道を歩もうと、学生達にとって貴重な体験とし
て生き続けることを願う。
2.授業の概要及び授業計画について
美術教員にとって必要な教材研究、指導案の作成、授業
の展開を3本の柱と考え、それらを系統的且つ繰り返し実
践演習を行うことで、その能力の育成を図る。
-授業計画 (H28後期　授業時間90分 )-
第1回 :イントロダクション（美術科教育法Ⅱとは美術科教
　　　育の現状と課題）9/20
第2回 :美術科教育の学習指導1 中学美術の教科書から単元
　　　を学ぶ（A表現・B鑑賞の演習）9/27
第3回 :美術科教育の学習指導2 単元に即した美術科指導案
　　　の作成（A表現・B鑑賞の演習）10/4
第4回 :美術科教育の学習指導3 中学美術の年間指導計画の
　　　作成（シラバス作成演習）10/11
第5回 :美術科教育の学習指導4 高校美術の年間指導計画（シ
　　　ラバス作成演習）10/18 
第6回 :美術科教育の学習指導5「指導細案の作成①単元の
　　　指導案」(A表現の演習 )10/25
第7回 :美術科教育の学習指導6「指導細案の作成①本時の
　　　指導案」(A表現の演習 )11/1
第8回 :美術科教育の学習指導7「指導細案の作成②単元の
　　　指導案」（B鑑賞の演習）11/8
第9回 :美術科教育の学習指導8「指導細案の作成②本時の
　　　指導案」（B鑑賞の演習）11/15
第10回 :美術科教育の教材研究1「美術史 表現と鑑賞」（西洋
　　　  美術史の演習）11/22
第11回 :美術科教育の教材研究2「美術史 表現と鑑賞」（日本
               美術史の演習）11/29
第12回 :美術科教育の授業展開1「1班の模擬授業とその授業
               評価及び講評」（中学1種美術）12/6 
第13回 :美術科教育の授業展開2「2班の模擬授業とその授業
               評価及び講評」（中学1種美術）12/13
第14回 :美術科教育の授業展開3「3班の模擬授業とその授業
               評価及び講評」（高校美術1種）12/20
第15回 :反省とまとめ（教育実習に向けて）1/10
※模擬授業3回全て出席することを単位認定の必要条件と
している。他者の授業を真摯に見ることで、自らの足りな
い物を発見し教育実習に繋げていく。
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3.研究授業を視察した7名について概要とまとめ
■吉田淳人　研究授業 :5月26日 (木 )　
■稲員穂ノ果　研究授業 :5月31日 (火 )
■大橋美万利　研究授業 : 6月1日 (水 )
■上田菜央　研究授業 : 6月9日 (木 )　
■正木賀子　研究授業 : 6月14日 (火 )　
■長江亜里沙　研究授業 : 6月15日 (水 )
ビジュアルデザイン学科4年の吉田君の実習校、明石市立江
井ヶ島中学校を訪問。吉田君の「レザークラフトで自分の
欲しいものを作ろう」の研究授業を見学。以前より、声もよ
く通り生徒への支持も的確になっており、担当教員からも
よく頑張っているとの評価をいただいた。いい意味で、吉
田君の真面目さが研究授業の中に出ており、好感のもてる
内容であった。3年次の模擬授業からは、格段の進歩である。 プロダクトデザイン学科4年の上田さんの実習校、神戸市
立塩屋中学校を訪問。上田さんの「使って楽しくなる傘を
デザインしよう」を視察した。声もよく出て、資料等の準備
もできており、安定感のある授業であった。生徒の発想を
中心においたテーマも適切である。指導教諭は、障害児学
級の担任と美術教諭を兼務しており、忙しいなか、しっか
りと指導をして頂いており、感謝の気持ちを伝えておいた。
環境・建築デザイン学科4年の正木さんは工業科のある
兵庫県立龍野北高等学校で教育実習を行った。正木さん
の「フォトコラージュ」の研究授業を視察。全体的に準備
(指導案及び必要資料等 )もしっかりとできており、明る
くテンポのある研究授業であった。正木さんは、終始、笑
顔をたやさず、生徒の氏名を覚え、明確な声で、次々と指
示をだし、授業の流れをしっかりと作りだしていた。生
徒たちが楽しく授業を受けているのが印象的であった。
ビジュアルデザイン学科4年の長江さんの実習校、徳
島県美馬市立美馬中学校を訪問。長江さんの「 人権
ポスターをつくろう　レタリング編」の研究授業を
視察。以前より、声もよく通り生徒への支持も的確
映像表現学科4年の稲員さんの実習校、加古川市立平
岡中学校を訪問。稲員さんの「フォトモンタージュ」
の研究授業を視察した。授業全般を通して準備 ( 指導
案・資料等も含む )もしっかりとできており、安定感
のある明るい研究授業であった。何よりも、稲員さん
と生徒との距離感がよく、生徒たちが楽しく、しかも
集中して授業を受けているのが印象に残った。3週間
の教育実習が稲員さんを成長させていると感じた。
 
 
ビジュアルデザイン学科4年の大橋さんの実習校、
神戸市立六甲アイランド高校を訪問。大橋さんの「みん
なでカレンダーをつくろう」の研究授業を視察した。選
択授業のため、生徒数10名と少人数であったが、準備
(指導案も含めて )もしっかりとできており、生徒との
コミュニケーションもスムーズであった。合評会では
的確なアドバイスや感想を述べているのが印象に残っ
た。生徒達が共同で12ヶ月分のカレンダーを作り上げ
る課題も、生徒の個性を生かしており、適切である。
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■一村奈未　研究授業 : 6月16(木 )
4.教育実習での細案作成と美術科教育法Ⅱとの関連美術
科教育法Ⅱで使用している指導細案の枠 5.H28年度の教育実習を視察して見えてきた課題等　
　　　　　-研究授業を5つのポイントで考える-
① 担当教員との事前の打合せ
教育実習が始まる10日まえ前後には、必要な打合せ。
単なる顔合わせではなく、受入体制の確認を行うとともに、
学生が「大学で身につけた力」を知ってもらう必要がある。
学校側
・教科指導を行う美術科教員の確定（部活動指導を含む）
・ホームルーム指導担当教員の確定（道徳指導を含む）
・授業を受け持つ日程、研究授業の日程及びテーマの確定
生徒側
・自らの自己紹介（ポートフォリオを持参する）
・受け持つ授業数、研究授業でのテーマ希望
になっていた。いい意味で、長江さんの真面目さが、
やや硬いながらも授業の中に出ており、好感のもて
る研究授業であった。また、忘れ物をした生徒への
細やかな対応もしっかりとできていた。巡回指導
でのフィードバックについてアドバイスを送った。
左 側 : 単 元 全 体 の 指 導 計 画　 右 側 : 本 時 の 指 導 計 画
A3サ イ ズ 細案 と し て、枠 を 活用 し て 頂 い た 学校例
 
科目等履修生の一村さんの実習校、姫路市立東中学校を
訪問。一村さんの「色の整理」の研究授業を視察。準備
が周到になされており、自らの明るいキャラクターを
前面に押し出したその授業は、生徒との距離間 (授業生
徒の氏名を覚えている )もよくテンポのある、すばらし
い研究授業であった。色の説明を中1の生徒に理解さす
ことは、大変難しいにもかかわらず、よく工夫されてお
り、成長した一村さんの研究授業を見ることができた。
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・上記日程の確定
各担当教員とすり合わせを行い、より具体的な日程や「研
究授業のテーマ」を確認しておく。
② 指導細案作成について
・原則、各学校で指導案の枠組を持っているので、その枠に
従って、略案、細案を作成する。特に、枠を指定されない場
合は、本学で使用している枠の活用も可能
③ 事前の資料作成について
・より授業を計画的に進めるために必要な事前資料は、研
究授業のテーマに沿って、周到に準備する。
参考例　「色の整理」明度・彩度・色相の工夫された説明資料
④ 板書・声量・生徒との距離間について
・研究授業時のチェックすべき重要ポイントである。研究
授業を行う前、数回の授業チャンスがあるので、その時に
担当教員からのアドバイスを必ず受け、研究授業に臨む。
・今回、視察した7名の内、2名の学生が担当するクラス生徒
の氏名を覚えて、授業を展開していた。生徒との距離間が
縮まり、流れのある授業展開と生徒が実習生を受け入れ、
楽しんで授業を受けている様子が直に伝わってきた。
⑤ 研究授業を通しての学びについて
研究授業は、教育実習の最終週に実施される。それまでに、
数回の授業を受け持ち、生徒との関係や略案を通した授業
展開について、美術科担当教員の指導が行われている。指
摘された課題を少しでもクリアすべく、実習生として全力
で考え、どれだけ具体的な工夫策の準備ができるかが大き
な経験となる。こうした、経験を数多く積み、一人前の美術
科教員へと成長していく。また、研究授業終了後には、視察
した大学教員や指導担当教員、時として、視察して頂いた
校長からも、助言を得られる場合もある。そうした指摘や
助言に対し、真摯に耳を傾け、素直な気持ちで受け止め、自
らを成長させていくことが「行った教育実習の価値」を決
定する。
6.実習風景
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本学の教職課程の指導にあたって
　　　　　　基礎教育センター 特任教授　福島　美和
1.はじめに
私は現在、本学で教職課程のいくつかの講座を担当し、
教員免許を取得しようとする学生を指導しているが、昨年
度までは県内の公立学校で、大学からの教育実習生を受け
入れる立場であった。
高等学校や中学校で勤務している時は、ただ実習生を受
け入れるだけで、大学の教職課程の内容に思いを寄せるこ
とはなかった。しかし今、逆に学生を実習に送り出す立場
になると、その内容や教員採用の実際について改めて考え
ることも多く、課題らしきものも見えてくる。
4月からの勤務でまだ1年も経っていないのではあるが、
学内での学生に対する指導のほか、実習校に出向き実習の
様子を参観したり、管理職や指導教諭から話を聞いたりす
る中で、来年度以降の指導に生かされるようなものがわず
かでも提案できればよい。
2.教育実習において
今回、私は7人の学生の実習校を訪問した。2人は同じ高
校だったので、高校と中学で3校ずつである。さすがに高校
は教員の採用数も少なく、指導教諭は3校ともベテランの
教師であった。しかし、中学の指導教諭は3校のうち2校が
2年目と3年目の経験の浅い教師であった。採用前は講師を
何年かしていたということなので、年齢はそれほど若くは
ないが、指導教諭として十分に経験を積んでいるかと言う
と甚だ不安である。
兵庫県（神戸市を除く）の中学校美術科の合格数は、来年
度4月から採用されることになる平成29年度採用試験にお
いて15人、平成26年度選考試験からの3年間で、12人、17人、
22人と増えており、合計で51人が現在採用後3年未満の教諭
として県内の中学校で勤務しているはずである。
「しているはず」という表現をしたのには理由がある。上
記の2年目、3年目の経験の浅い指導教諭がいた中学のうち
一方の校長から聞いた話だが、その中学は規模の大きい学
校で、初任者がここ数年、4人程が毎年着任しているそうで
ある。しかし昨年、初任の教諭が1年経たないうちに退職し、
今年度に採用された初任も1人が休職しているとのことで
あった。
この中学が偶然そうであったのかもしれないが、前述し
た51人の3年未満の美術科の、おそらくは20代半ばから30代
前半の教諭が1人も休んだり退職したりすることなく、元
気で勤務していることを望むばかりである。
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（H.28「教育実習」授業風景）
3.公立学校の実情から
近年、ブラック企業や大学生を食い物にするようなブラッ
クバイト等に関する話題やニュースを見聞きする機会が多
い。つい最近も国内最大手の広告代理店に入社した1年目
の社員が自殺した事件が大きな話題になったところである。
学校という職場がブラックであるかどうかはここで論ずる
ものではないが、人間関係で悩んだり精神疾患になったり
して、休職や早期退職に追い込まれている教員が全国的に
多くなっているということもよく聞くことである。
兵庫県の場合であるが、小・中・高等学校と特別支援学校
でここ数年、ほぼ200人以上の職員が毎年精神疾患による
病気休暇に入っており、そのうち採用3年未満の教職員が
20人から多い年度で40人以上もいる。また、病休から復職
できずに依願退職する者も毎年40人前後いる。昨年度の例
でいうと217人の病休のうち、3年未満の者は29人、10年未
満に範囲を広げると86人である。
この数字が多いか少ないかは他の職業や民間企業と比較
した資料がないのでわからないが、昨年5月現在の県の教
職員数が28,426人で発症率は0.76パーセントである。また、
年度ごとの動きについても実人数のデータはあるが、分母
となる職員数が毎年違うため、割合として増加傾向にある
のかないのかまでの統計はとっていないとのことである。
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ただ、あくまでも私自身や身近な学校関係者の個人的な
感想であるが、以前に比べて若い世代、就職して数年しか
経っていない教職員の身体的な病気や怪我以外での病休や
退職が確実に増えていると感じる。また、データで上がっ
ているのはあくまでも何らかの形で精神疾患の症状がある
と診断され正式に申請されたものだけの数である。精神疾
患までには至らないが、いろんな悩みを抱えて一般の病休
として休んでいる者や、病休にも入らずいきなり退職する
者も実際にはかなりいると思われる。
4.メンタルヘルス教育の充実に向けて
前項で上げた実態は何も学校現場だけのことではなく、
広く社会一般の傾向かもしれない。どんな企業であっても
人間関係や仕事に悩み、就職して間もない若い人達が辞め
ていく実態があることはたやすく想像できる。
ただ学校という職場、教員という職業は他と比べて圧倒
的に人間関係の中で行う仕事が多い職業である。
社会の変化に対応して教育内容も複雑になり、学校にお
ける業務も以前と比べて多岐にわたり、その量も増えてい
る。児童生徒、同僚、保護者、地域住民等との人間関係の中
で精神的に大きなストレスを抱える職員は確実に増加して
いるであろう。
そのようなことを考えると、学生のうちにメンタルヘル
スに関する教育を充実させる必要は大きい。兵庫県におい
ても、教職員のメンタルヘルスの充実に関しては特に力を
いれており、まず勤務時間の適正化を県全体で取り組んで
いる。また、メンタルヘルスアドバイザーの配置や、若手教
員への支援としてエルダー制度を導入したり、初任者研修
の中でメンタルヘルス研修を実施したりしている。
しかし就職してからメンタルヘルスに関する研修やトレー
ニングをするのは、現実を考えると遅いのではないか。大
学において、社会に出る前にメンタルヘルス教育に積極的
に取り組むことが肝要であろう。
具体的には、自分自身の性格傾向を知ることやストレス
への対処法、他人とのコミュニケーションの取り方やいろ
んなトラブルを想定してのロールプレイングトレーニング
等である。カウンセリングマインドに関する演習も必要で
ある。
これらは教職課程だけでなく、全ての学生にとっても有
効である。殆どの学生がいずれは社会に出ていき、社会人
として人と関わりながら働いていくことになるからである。
 
　　　    （H.28「教育実践演習」県立長田商業高校訪問）
5.おわりに
幸いなことにここ数年、採用試験に合格し、中学校や特
別支援学校に採用される本学の卒業生がコンスタントに出
ている。いずれ兵庫県の高校でも採用される卒業生が現れ
ることを願って止まない。
また、講師をしながら長年試験にチャレンジし続ける人
もいるが、生活の安定を考えれば、とにかく1年でも早く採
用される事である。合格倍率で言うと、高校より中学、中学
より小学校が低い。小学校の免許を取得するには本学以外
で資格を取る必要があるが、それも幾つかの方法があり、
時間的、経済的にそれほど負担にならない手段もある。そ
れらについては別の機会に論ずるとするが、兵庫県の小学
校はまだ4倍程度の倍率を保っているものの、それでも中
学よりは低い。大阪府に至っては2倍台である。それはそれ
で問題もあろうが、チャレンジしてみる価値はあるのでは
ないだろうか。「急がば回れ」の諺があるように小学校から
中学、高校への道もあるのだ。長い教職人生の中で小学校
の経験も決して無駄にはならない。
美 術 科 教 育 法 Ⅰ に お け る 模 擬 授 業 に つ い て
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美術科教育法Ⅰにおける模擬授業について
アート・クラフト学科 准教授　谷口　文保
1.はじめに
教職課程において美術科教育法Ⅰは、美術科教育の目的
や方法について本格的に学ぶ最初の授業となっている。美
術科教育法Ⅰの中で、特に教育実習を意識した取り組みと
なっているのが模擬授業である。これは理論から実践へと
展開していく授業の締めくくりであると同時に、翌年の教
育実習に向けて実践力を身につけていくプログラムの出発
点でもある。
本稿では、筆者が担当する美術科教育法Ⅰにおける模擬
授業について、その概要と実施状況を報告する。（註1）例年
実施している模擬授業の取り組みを概観し、その効果や課
題を考察することを通して、授業のさらなる発展を図りた
い。
2.美術科教育法Ⅰの概要
美術科教育法Ⅰは、教職課程履修学生が3年生前期に受
講する科目である。授業目的は、「学習指導要領に基づき美
術科教育の目的や意義について学ぶ。学習指導案の作成を
通して、目標・カリキュラム・指導法・評価などについて具
体的に考える。各自が模擬授業を行い、指導や展開につい
て実践的に学習する。」である。（註2）授業構成は、イントロ
ダクション（1回）、美術科教育の理論（4回）、美術科教育の
教材研究（1回）、美術科教育の学習指導（4回）、美術科教育
の授業研究（4回）、まとめ（1回）である。まず、美術科教育の
目的や歴史、基本的な指導方法等を理論的に学ぶ。次に、受
講生各自が学習指導案の作成に取り組む。そして、作成し
た学習指導案に基づいて受講生一人一人が模擬授業を実践
する。
3.模擬授業の概要
教育実習で求められる、「授業を計画し、それを実践する
力」を身につけるには、学習指導案の作成と模擬授業は必
要不可欠な学習である。しかし、美術科教育法Ⅰは限られ
た時間の中で理論から実践までを一通り学ばなければなら
ない。そのため、模擬授業の時間は短時間になる。どのよ
うにして、この短時間の体験を有意義な学習とするかが美
術科教育法Ⅰの重要な課題の一つとなっている。
3-1　目的
実際の授業に近い状況を作り、各自が作成した学習指導
案に基づいて授業の導入部を実践することで、美術科教育
の指導方法について学ぶ。こうした体験学習を通して、各
自の課題を認識し、教育実習に向けて意識を高めることを
目指す。
3-2　方法
模擬授業は、実践や講評等で構成され、時間は一人当た
り約15分間である。まず受講生は教師役となって5分間の
模擬授業を行う。他の受講生は生徒役になる。教育実習を
想定し、教師役の受講生はスーツを着用する。模擬授業は、
生徒役の受講生が発する「起立、礼、着席」の号令で開始す
る。実践する内容は、各自が作成した学習指導案の「課題説
明」の部分である。5分が経過した時点で、教員が終了の合
図を出し、教師役の受講生は感想を発表する。その後、生徒
役の受講生1～2名が感想や助言を発表する。最後に教員が
5分程度の講評を行う。生徒役の受講生および教員が助言
等を記入したアドバイス・カードを教師役の受講生に手渡
して、次の教師役の受講生に交代する。（註3）
写真1）アドバイス・カード（筆者作成、2007年）
授業は90分間なので、毎回4～5名程度が教師役を体験す
る。全受講生が終わったら、教員は受講生全員に向けて総
合講評を行う。
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4.模擬授業の指導
教育実習を目指す受講生にとって模擬授業は重要な学習
である。ここからは、模擬授業における受講生の取り組み
を具体的に振り返るとともに、筆者から受講生への指導の
要点を記述する。
4-1　事前練習
中学生、高校生の集団を前に、講義をしたことのある受
講生はほとんどいない。そのため、模擬授業に向けての準
備として事前練習は重要となる。筆者は受講生に、放課後
の空き教室で友人数名を生徒に見立て、声を出して練習す
るように指導している。この時、実際に板書を行ったり、資
料を使って説明したりすれば、一層現実味のある模擬授業
となる。また、模擬授業の練習を行うことで、言葉遣いや板
書の文字、発問等、学習指導案作成時には気付けなかった
課題や問題を認識することになる。
4-2　準備物
模擬授業は、わずか5分間であるが、案外いろいろな準備
ができる。受講生の中には、5分間の脚本を作成したり、板
書計画を綿密に準備したりする者もいる。配布プリントや
板書用のマグネット付き掲示物を準備することで、課題説
明がスムーズで分かりやすいものになる。実物の材料や道
具、参考作品を見せれば、生徒の興味関心を高めることが
できる。さらに参考作品を自分で制作すれば、実技指導の
要点を把握できるため、より的確な指導ができるようになる。
パソコンを用いた映像やアニメーションを利用した説明も
有効である。
写真2）模擬授業の様子（筆者撮影、2008年）
写真3）模擬授業の実践（筆者撮影、2008年）
4-3　体験学習
教室全体に響く発声やメリハリのある話し方、丁寧な言
葉遣い等は、一朝一夕には身につけられない。生徒の興味
関心を喚起する話題を用意し、分かりやすい課題説明をス
ムーズに行うためには、課題の内容を深く理解し、中学生
や高校生のことを想像しながらシナリオを組み立てる必要
がある。受講生は、各自が模擬授業を実践するとともに、多
数の模擬授業を生徒の立場で体験することによって、こう
した美術科教育の実践方法を学んでいく。
毎年何人かの受講生は、人前に立つ緊張で普段の力を十
分発揮できぬまま模擬授業を終了することになる。「自分
は人前で話すことが得意か」「どの程度緊張するのか」といっ
たことを確認することも模擬授業を行う重要な目的である。
自分が緊張しやすいタイプであると認識できれば、教育実
習に向けてそれを意識した取り組みを開始することができ
る。
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4-4　相互評価
生徒役の受講生は、アドバイス・カードに記入すること
を通して、他者の模擬授業の良い点や工夫を見つけだす力
を身につける。アドバイス・カードには否定的な指摘や無
責任な感想を書いてはならない。問題点については、具体
的な改善方法や建設的な助言を記入する。こうすることで、
他者の課題解決を支援するとともに、記入者にとっても課
題解決の方法を客観的に考える訓練となる。自分の体験を
振り返り、指導方法の強化や改善、弱点克服につながる。そ
して、受講生同士が相互に建設的な助言を送り合うことで、
教育実習に向けて共通の目標を持つコミュニティを育む
きっかけとなる。（註4）
4-5　講評
教員は、講評で良かった点、悪かった点を明解に指摘し、
その理由を説明した上で、具体的に改善方法を提示する。
主な評価の観点は、「授業進行」「発問」「話し方」「板書」「そ
の他」である。具体的には、「興味関心を引き出す工夫」「課
題説明の分かりやすさ」「効果的な発問」「教室全体に届く声
量」「話し方、言葉遣い、話す速度」「課題説明の時間配分」「板
書した文字の大きさや丁寧さ」「掲示物の積極的活用」「材料
や参考作品の準備」「配布資料の作成」等が要点となる。
例年、多くの受講生は準備不足、練習不足のまま模擬授
業を実施し、教員からたくさんの弱点を指摘される。しか
しそれが、受講生の問題意識を明瞭にし、美術科教育法Ⅱ
に向けて取り組むべき課題となっていく。講評では、受講
生の弱点や課題を明確化し、具体的な対策を提示する。講
評を通して、彼らの教育実習に対する漠然とした不安を払
拭し、課題解決に向けた行動を引き出すことが重要である。
5.模擬授業の課題
美術科教育法Ⅰにおける模擬授業には3つの課題がある。
「十分な時間の確保」「学習指導案へのフィードバック」「映
像機器の活用」である。
5-1　十分な時間の確保
模擬授業に充てる時間が短いことは、2007年に美術科教
育法Ⅰの授業を開始して以来、毎年感じている課題である。
前述の通り、美術科教育法Ⅰでは理論から実践まで美術科
教育について一通りのことを学習することになっている。
教育実習に向けて、学習指導要領に基づく理論の学習は、
実践の基盤となるため単純に時間短縮するわけにはいかな
い。また、学習指導案の作成は、模擬授業と同じか、それ以
上に時間のかかる学習である。こうしたことを考慮しつつ、
授業時間の有効活用を目指して、少しでも長く模擬授業の
時間を確保できるように工夫していきたいと考えている。
5-2　学習指導案へのフィードバック
学習指導案へのフィードバックは、本稿を作成しながら
気付いた課題である。美術科教育法Ⅰでは、各自が作成し
た学習指導案の冒頭部を模擬授業で実践している。という
ことは、模擬授業の実践で分かったことを学習指導案に
フィードバックすれば、学習指導案をより良いものに改善
することができるはずである。今回、本稿執筆を通して全
体を振り返る機会を得たことで、この可能性を認識するこ
とができた。ここでも時間の確保が最大の問題であるが、
学習指導案と模擬授業の往還的学習は有意義な取り組みに
なると予想される。よってその実現が今後の大きな目標に
なると考える。
5-3　映像機器の活用
本学には、教育実習や教員採用試験の対策のため、教職
指導室にビデオカメラ等の映像機器が設置されている。こ
れは、美術科教育法Ⅰの模擬授業の指導にも活用すること
ができる。一人一人の模擬授業を撮影し、各自が弱点の対
策に取り組めば、飛躍的な成長が期待できるだろう。しかし、
まだ一度も授業で活用したことはない。やはり時間の確保
が大きな問題となるからである。ただ、近年飛躍的に普及
したスマートフォンのカメラ機能を活用すれば、各自が自
分の模擬授業の動画を持ち帰り、自宅や放課後に映像を確
認して改善に役立てることが可能かもしれない。こうした
映像機器の活用の可能性を探ることも、美術科教育法Ⅰの
これからの課題であると言えよう。
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6.まとめ
本稿では、美術科教育法Ⅰにおける模擬授業について、
これまでの取り組みを振り返り、その実施状況を報告する
とともに、課題や可能性について考察した。その結果、「十
分な時間の確保」「学習指導案へのフィードバック」「映像機
器の活用」の3つの課題が明らかになった。これを機会に、
改めて授業構成を見直し、模擬授業の充実を図ることを通
して、美術科教育法Ⅰの活性化と発展を目指したい。
註1）筆者は本学教職課程において2007年から美術科教育法
Ⅰを担当している。2013年からは、受講生の増加に対応し
て模擬授業の指導を教員2名で分担している。2013年から
2015年は田中一好特任教授（当時）と筆者、2016年は福島美
和特任教授と筆者が担当した。
註2）谷口文保、福島美和「美術科教育法Ⅰ」神戸芸術工科大
学教務課編「CAMPUS GUIDE KDU 2016」神戸芸術工科大
学、2016年、858頁
註3）アドバイス・カードは、生徒役の受講生が教師役の受
講生に手渡す「模擬授業の感想や助言を記入するためのカー
ド」である。アドバイス・カードには「授業進行」「発問」「話
し方」「板書」「その他」の5つの記入欄がある。
註 .）アドバイス・カード記入者は、模擬授業の良かった点を
指摘し、悪かった点については改善方法を助言する。記入
者は、必ず自分の氏名を明記して本人に手渡さなければな
らない。アドバイス・カードを渡し合うことを通して、教育
実習に向けてお互いに助け合い、励まし合う関係を構築し、
仲間意識を育む。
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教育原理―教育理念や歴史を通して教育的諸問題を考察す
る態度を身につける―
基礎教育センター 准教授　津田　徹
1.教育原理の授業の中のいくつかの話題から
本学の教職課程科目の「教育原理」において、担当者は教
育の理念、歴史について、古今東西の教育者の教育理念や
教育観などを様々な観点から問題提起的に展開するよう試
みている。その際、歴代の様々な教育者たちの問題意識や
時代背景などを交え、受講学生に考察するよう仕向けてい
る。
本学では、7学科のうち、5学科（プロダクト・インテリア
デザイン、ビジュアルデザイン、映像表現、アート・クラフト）
で中学および高等学校の美術科教員免許、高等学校の工芸
科免許、残りの2学科（環境デザイン、ファッションデザイン）
において高等学校の工業科免許状が取得可能である。美術
科、工業科の教職免許状の我が国における学校教育上の意
義については、改めて別の機会に触れることにするが、本
学における教職履修学生は、教育学部や教育学科の教育学
専攻の学生と比較して教職に関する科目についてかかわり
の度合いが薄く、担当者としても可能な限り本来の教育原
理の趣旨に沿う形で授業内容について問いかけを行ったり
しながら、わかりやすい授業を展開するよう心掛けている。
その際可能な限り、取り上げる理念を様々な事例や喩えな
どを用いることでイメージし理解し易いよう、語るように
努めている。
例えば、教育という語源の説明においては、西洋と日本
のそれぞれの観点から簡単に説明を行っている。西洋語の
うち教育を英語では education、フランス語では education、
ドイツ語ではErziehungが考えられるが、英仏語は接頭語の
e（外へ）と、duc(導く )、そして名詞の接尾語のation、独語は
Er（外へ）と ziehen（引き出す）の名詞化という具合に、本来
その言葉が持つ意味を紹介し、目的語として学習者の能力
や素質などを想定した用語の可能性について指摘する。語
源辞書には、educationは16世紀の用語、古フランス語に関
係とある注1。これと関連した話題としては、ルソーが『エ
ミール』において「産婆はひきだし、乳母は養い、師傳はし
'
つけ、教師は教える」と述べていることは知られている注2。
そもそも古代には教育という意味はなく養育という意味で
あった解釈もある（ルソー）。また教育学という語を英語で
pedagogyというが、これは古代ギリシア語のpais（子ども）
をagoge（運ぶ・連れてゆく）という当時の召使いが教育的場
所へ子どもを連れてゆくところに由来する。教師の地位は
古代ギリシアでは低かったようだ。日本の場合、教育とい
う熟語が定着したのは明治時代であり、その熟語そのもの
の由来は『孟子』の尽心編「三楽の章」の中の逸話に由来す
る注3。
現在の学校 (英語 school)も本来は学問の発生に関係して
いる。古代エジプトの神官たちは、毎年ナイル川の洪水に
よって川近くの田畑や宅地の区画が不明となってしまうこ
とで、それらを洪水以前の状態に復元するため幾何学や学
問が発達したと伝えられている注4。そのような職業に従
事することのできる者は有閑階級の者であったため、有閑
(スコレー )が学問の元となり、学校（スクール）の由来となっ
ている。これを現在との関連で考察するなら、例えば義務
教育における就業の制限などとの話題に関連する。つまり、
学業や学校生活に専念できるよう現代では法整備がされて
いると推察できる（労働基準法第56条）。
歴史的理念を現代の普遍的問題として取り上げる課題
についても取り上げる。例えば、人類の教師とも言われて
いるソクラテス（シュプランガーの評）を取り上げる際、ソ
クラテスの生きたアテネの時代背景や社会状況、また「ソ
フィスト（職業的教師）とソクラテスがなぜ対立し、最終的
にソクラテスは獄死しなければならなかったのか」という
点などについて触れてゆくが、ここにおいてもソフィスト
の主張する相対主義と、ソクラテスの主張する自然主義（絶
対主義）の各考え方などは現代社会の事象や教育に関する
事象を捉える上で、多いに参考になっている。衆愚政治、ソ
クラテス裁判、産婆術、知行合一説など教育的側面につい
ても触れ、最終的にソクラテスが実存的人生を送ることに
なった原因についても考察させる。その際、新古典主義の
ダヴィッドの「ソクラテスの死」の絵画を持参して、美術科
教員の卵である学生に対しても多様な形の提示のスタイル
を通して、各種の問題を考えてもらう習慣を身に着けさせ
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るよう努力している。
教育原理では、はじめの段階で、教育の理念や歴史を考
察する際に、時間と空間の二つの軸の重なりにおいて、重
要人物や概念が登場し、それぞれの軸の特質を考察するこ
との大切さをも考えさせている。先のソクラテスはもちろ
んのこと、プラトンの洞窟の比喩、カロリング・ルネサンス、
コメニウスの世界図絵、カントの教育理念と倫理思想、そ
して日本の教育思想における貢献者として福沢諭吉をも取
り上げ、日本の近代教育理念の確立に向けて彼が果たした
理念的役割についても触れる。また大正時代の新教育運動
を扱う際には、例えば建築家西村伊作は、大正期の新教育
運動を展開した教育実践家（文化学院創設者）でもあったこ
となどをエピソードに交え、時代背景とともにその人物や
思想の登場した理由などを考えることができるよう努めて
いる。むろん、教育学者を養成するための授業ではないため、
さほど深く授業で取り扱うことはできず、精選して説明す
ることに配慮している。
そのような中、担当者がぜひ受講学生に身に着けてほし
い視点や学習の方法として以下の点を挙げてみたい。
2.教養ある教育者を目指して
１） 歴史的知識
人間の活動はこれまで長年にわたり蓄積されてきた。人
類が歴史に学ぶべき点は多く存在し、そのような過程を取
り扱うことは偉大な発明や実践の意義を考察し、他方、課
題や後世への教訓を見出したり考察したりする契機とも
なっている。
教育の歴史でいうならば、西洋の教育の歴史は3000年で
あって、古代ギリシア・古代ローマが約1500年、中世世界が
1000年、ルネサンス・宗教改革・近世・近代・現代は約500年で
ある注5。そのうち、最後の500年間に飛躍的な科学や芸術
そして人間の営みが凝縮されている。そして子供の誕生（ア
リエス）や子供中心の教育観の芽生え、市民社会の到来、近
代教育制度の確立、学校制度の確立、新教育運動、科学的教
育、分析的教育などの展開となってゆくのであるが、これ
は日本社会でも西洋社会でも、人類の様々な努力と課題の
克服の上に成り立っている経緯そのものであって、現代の
公教育のあり方をめぐる問題など、こうした学校の成立を
認識した上で、現代の教育的諸問題を捉えるのと、そうで
ない場合とでは、まったくその見立てや視点が異なってく
るように思われる。
２） 比較的視点
続いて、比較的視点を挙げておきたい。例えばアメリカ
教育学においてはどのような知識や学びが展開されている
のか、気になったことがあるだろうか。近年カリキュラム
デザインという用語が注目されている。英語圏における教
育学のテキストによれば、歴史的研究はもとより、社会問
題との関係で教育学的問題が取り上げられていることが理
解できる注6。例えば、上記の書ではカリキュラム研究にお
いて科学的手法がどのように導入されてきたか、社会文脈
とカリキュラム、カリキュラム開発の展開、教育目的と効
用性、多文化社会における教育カリキュラムの在り方に至
るまで、教育理念を考察する上で参考となり、まさに理念
と社会事情が一致して統合された議論が展開されている。
これは一例であるが、担当者も欧米のテキストから有益だ
と思われる資料を授業で紹介することがある。もちろん、
洋書のみから資料を精選するだけではなく、新聞記事など
を活用して教育時事の理解を促すことも行っている。
３） 批判的思考
近年、言語活動の充実とともに、アクティブ・ラーニング
や批判的思考といった教育方法や学習形態が重点化されは
じめている。そのような概念はそもそも哲学の活動それ自
体に由来しているようにも思われる。自由な雰囲気の中で
お互いに議論し教え合いまた発展的、生産的な学習活動を
行うなど、哲学の歴史が教授する内容と非常に類似してい
る。批判的思考については、何ら科学的根拠を持たずむや
みに批判するという姿勢のことではなく、論理的に、時に
は科学的な証言（証拠）を用いて相手を説得することを意味
している。タレスは「哲学は驚きから生じる」と言ったが、
常識を問う姿勢は哲学から発生したものである。そのよう
な精神性を身につけた人物は能動性や論理性、創造性、独
創性が前提となっている。
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現在、学校教育では様々な問題が浮上しているが、例えば、
学校事故を未然に防ぐためには、どのような手続きが必要
となるのか、状況を的確に判断して論理的な解決手続きを
考え行動する必要がある。その場合、生徒に怪我などがあ
る場合、何を第一に優先させ、他方で二次的被害を未然に
防止することなど、論理的思考や教育的価値の問題、手続
きの順序、学校における管理運営体制との関係など、大局
的な視点から事象や問題を捉える教育が重要である。その
ような際に、教育原理の学びは役立つように思われる。
3.人間を前提とする教育をめざして
地球時計というものがある。この説によれば、地球が誕
生して人間が誕生するまでを1年と換算した場合、「最初の
“人類”が登場するのは、大晦日の夜遅くに入った午後十時
三十分になっていた。」注7。かけがえのない地球、かけがい
のない人間という言葉が使われるが、まさにその通りであ
る。ここでは学生自身についてはもちろんのことであるが、
将来教師となった場合、主要な対象となる生徒はまさにか
けがいのない存在であるということである。これは教育実
習においても妥当する。
目的は一つであるが、方法は多様に存在する。目的を誤
れば、方法も誤ってしまう。教育は人間を対象とするとい
う自明のことは、改めて今日再確認される必要があるよう
に思われる。
本科目は、教職課程科目の講義中心の科目ではあるが、
その意味する内容はきわめて本質的なところが多い。担当
者も今後、いっそうの工夫を重ねる所存であるが、学生諸
君もしっかり教育理念や歴史の重みや意味について考えを
巡らせてほしい。
注釈
1.C.T.Onion, The Oxford Dictionary of English Etymology, 
Oxford. U.P. 1992. p.301．
2.参考、ルソ （ー今野一雄訳）、『エミール』（上）、岩波文庫、
2011年 ,39頁。
3.参考、武安宥編、『人間形成のイデア　改訂版』、昭和堂、
2010年、4-5頁。
4.参考、アリストテレス、『形而上学』、第1巻、981b20-30。
5.参考、アメリカの代表的教育史家Paul Monroe, Text-Book 
in the History of Education, Macmillan, 1905を活用すること
もある。
6. 参 考、D.J.Flinders, S.J. Thornton, The Curriculum Studies 
Reader, 3rd. RoutledgeFalmer, 2009。現在第4版が出版中。
7.参考、葉山杉夫、『ヒトの誕生』、PHP新書、1999年、19頁。
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工業高校と工業教員養成について
兵庫県立兵庫工業高等学校 前校長　前田　学
はじめに
神戸芸術工科大学のデザイン学部ファッションデザイン
学科および環境・建築デザイン学科において高等学校教諭
一種普通免許状「工業」の取得認可を受けたのが平成21年
度からである。それに伴い、免許状取得に必要な「教育実習」
受け入れ校として兵庫工業高等学校が連携することとなっ
た。
兵庫工業高等学校は県を代表する工業高校であり全国的
にも工業教育の中核を担う伝統校である。幸いファッショ
ンデザイン学科、環境・建築デザイン学科に対応する科と
して「建築科」および「デザイン科」が設置されていて「教
育実習」の受け入れ校として適しており、工業教員養成の
観点からも、非常に良い連携だと考える。
以下に、兵庫工業高等学校前校長として、工業教育およ
び工業教員の現状と養成について述べる。
1.工業教員について
「工業」という教科（大学科）は機械、電気、建築、デザイン
などのような「小教科（小学科）」がある。さらにこの「小教
科（小学科）」の中には多くの科目がある。この「小教科（小
学科）」という呼称は現行の学習指導要領では使用されな
くなっているが、工業の科目を分類するのに便利なため現
在でも学校現場では一般的に使用されている。工業の場合
は教科としては「工業」と一つの枠で括られており、科目と
しては約60ある。実際には約60の科目は何種類かの「小教
科（小学科）」に分類できる。工業教員の場合は学習指導要
領にあげられた「工業」の全ての科目を教育職員免許法上
からは担当できる。つまり大学で建築学を専攻して「工業」
の教員免許を取得した教員が、機械系学科で機械系の科目
を教えることができる。しかし、実際にはそのようなこと
は生徒指導上では不可能である。大学で建築学を専攻して
「工業」の教員免許を取得した教員は建築系学科に配置さ
れるのが一般的である。教員採用においても「小教科（小学
科）」ごとに採用試験が実施され、工業「建築」の試験で採用
された教員は、建築系学科に配置される。ただし、「建築」、
「デザイン」は設置学級数も少なく、教員の数も多くないの
で毎年採用試験があるとは限らない。従って建築学を専攻
して「工業」の免許状を取得した者が、工業「機械」の採用
試験を受験するケースも希にある。
2.工業高校の工業教育について
工業高校では、各工業教員は自分の所属する「小学科」の
専門科目を指導することになる。一例として表－1に兵庫
工業高等学校の建築科とデザイン科の単位数を示す。
表－1　建築科・デザイン科の単位数
学年          専門科                  普通科目                 選択科目
    1年            7                      22 　　0
    2年          12                      13 　　4
    3年          12                      11 　　6
工業の専門科目の割合は上級学年になるほど高くなって
いるが、選択に全て専門科目を選んだ場合で、普通科目と
専門科目との比は約6:4である。専門科目を更に座学と製図・
実習に分けると、専門科目の約1/3が製図・実習になる。デ
ザイン科の場合はもう少し実習の割合が高いのが現状であ
る。各工業高校においては、高等学校学習指導要領に基づ
いて「ものづくり」を基盤とした、実験・実習を多く取り入
れ、体験的な学習を推進している。学習指導要領の工業科
の目標については、工業技術者として原材料の選定から加
工、組立、廃棄までの過程などにおいて、今日的課題である
環境とエネルギーについて配慮することができ、伝統的な
技術・技能を継承し、単に技術的課題を改善するだけでなく、
自ら創意工夫をすることができるとともに、技術者として
求められる倫理観を身に付け、より実践的な技術・技能を
あわせもち、工業と社会の発展に寄与することができる技
術者を育成するということを明確にした。従って、実験・実
習、製図の単位数の割合は大学の専門教育と比べると高い
といえる。大学の建築系学科、デザイン系学科においては
機械系学科、電気系学科に比べると製図、実習的な講義の
占める割合は高いといえるが、それでも私自身の経験では、
工学部の建築学科では製図の時間も少なく、測量実習は選
択で、「卒業研究」の実験あるいは設計製図で製図・実習的
な体験をした程度である。よく聞くのが大学の機械工学科
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では旋盤加工は経験しないので、普通高校から大学の工学
部機械工学科を卒業した教員は、技能的な内容の指導が多
い工業高校の「実習」の指導で苦労するという問題が起きる。
つまり「小学科」により多少の差はあるが、普通科高校の「数
学」や「国語」の場合、学生は高校までに教科・科目の内容に
ついての一定の経験や理解がある。しかし、大学の工学部
の教育内容と工業高校の専門科目とでは、座学については
大学では工業高校以上に深く学習するが、実験・実習の内
容（特に実践的な技術・技能的内容）については工業高校の
生徒の方がはるかに時間的に多く経験する。工業高校の教
員は座学だけではなく、製図、実習等の実技的な指導力が
求められることになる。
3.工業教員養成の方法
神戸芸術工科大学における工業教員養成は、普通教科「国
語」、「数学」の教員と同様に高等学校教諭一種普通免許状
「工業」を取得した『教諭』の養成であるが、工業教員は『教
諭』のみではないので、ここで工業高校の教員の現状を知っ
ていただくために以下に説明する。工業高校には『教諭』以
外にも「工業実習」の免許状を取得した『実習担当教諭』、そ
の他にも『実習助手』という教員で構成されている。それぞ
れは必要免許状（『実習助手』は免許状は必要なし）を取得
しただけでは教員になれず、更に教員採用試験に合格する
必要がある。工業高校には教員定数法に従って、『教諭』、『実
習担当教諭』および『実習助手』が配置されている。教員定
数法上では実習担当教諭と実習助手は同じ枠で配置人数が
決められている。『教諭』は座学、製図、実習の全てを担当
できるが、『実習担当教諭』、『実習助手』は製図、実習しか担
当できない。更に、実習助手はあくまでも助手なので一人
では授業をできない。逆にいえば『実習担当教諭』・『実習助
手』は製図・実習指導のプロといえる。
次に、『実習担当教諭』、『実習助手』の職に就くにはどう
すればよいかを参考までに記す。『実習助手』については免
許状はいらないが、工業高校（もちろん大学も可）の関連学
科を卒業するか3年以上関連実務に従事し技術優秀と認め
られた者という条件があり、『実習担当教諭』はまず実習助
手として採用され、認定講習などにより「工業実習」の免許
状を取得した者という条件がある。もちろんそれぞれ採用
試験に合格しなければその職に就けない。
前述したとおり、工業高校は製図、実験・実習の時間数が
多いので『実習担当教諭』および『実習助手』が果たす役割
は重要である。もちろん『教諭』も座学だけではなく製図、
実習等も担当しなければいけないので、工業高校の教育課
程を見据えた大学での教員養成が必要であると考える。
おわりに
神戸芸術工科大学は、工業高校の「小学科」である「建築
科」、「デザイン科」を担当する教員に必要な、専門教育と「工
業」の免許状を取得できる兵庫県下で唯一の大学である。
少子化の影響で高等学校の学級数も減少する中、工業立国
である日本において、今後も工業高校での人材育成は重要
である。一方、その人材育成に必要な教員の養成も必要で
ある。兵庫工業高等学校における「教育実習」は教員養成に
おける「高大連携」であると考える。この「高大連携」がよ
り充実し、工業科教育の発展に寄与することを願う。
引用文献
・高等学校学習指導要領解説「工業編」　文部科学省
平成22年5月　pp.4
・伊藤　一雄（高野山大学）
「工業教員養成の現状と課題」
http://ir.nul.nagoya-u.ac.jp/jspui/bitstream/2237/3003/1/
KJ00000044094.pdf　
最終アクセス日：2016.11.14
・兵庫県立兵庫工業高等学校要覧
卒業生・学生による報告・記録
この章では、本学を卒業後、学校現場に携わる者 (2名 )、教育
実習を終えた者のうち選出された者(12名 )、神戸市のスクール
サポーター制度に参加した者 (2名 )の報告を掲載しています。
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教えることで学べたこと
2015年度先端学部メディア表現学科卒業生　吉永　祥子
私は、2016年4月から公立高校の普通科で美術の非常勤講
師をしています。美術の授業は選択制になっており、1年生
を3クラス、2年生を2クラス、3年生を1クラスの少人数制で
教えています。
授業内容は1、2年生はデッサン、自分を第三者に紹介す
るための絵、コラージュ、オリジナルの曼荼羅、キャラクター
を制作しそれを立体で表現する、などといったものです。
作品を制作するだけではなく、話を聞いてそのことにつ
いて自分で感じたり思ったことをレポートという形式で書
かせたりもしています。レポート内容は、大学で学ぶよう
な少し大人びたもので、「美術とプロパガンダについて」と
いうものです。レポートは、人によって落差が大きいので
すが、たまにとても興味深いレポートを書いてくる生徒が
います。
3年生の授業内容は、主に受験対策用です。透視図法、
デッサン、色彩構成、など主に画塾でやることを授業でし
ています。ただ、受験には関係がないけれど、美術を選択す
る生徒が半分ほどいるので、実力に差があります。受験生
に合わせて授業を組まなければならないので、美術系で受
験しない生徒への指導が大変です。3学期からはそれぞれ
違う課題を用意しようと考えています。
部活に関してですが、非常勤講師なので顧問は一切もっ
ていません。しかし、週に1回部活の指導をするように頼ま
れています。また、文化祭前は一週間ほど遅くまで残って
指導をしました。
授業や、部活以外でのお仕事も頼まれました。なんと、「学
校のイメージキャラクター制作」です。ふたつ頼まれました。
ひとつは、「美少女キャラクター」、もうひとつは「ゆるキャ
ラ」です。
「美少女キャラクター」は、生徒が描いたキャラクターの
原案をもとに、私が新しくデザインをしなおし、デジタル
ソフトで描く、というものでした。教育現場用ということ
なので表現に縛りがあり、あまりはめを外せないので苦労
しました。けれど、「学校用の美少女キャラクター」を描く、
というのははじめてだったのでとても興味深いものでした。
2016年11月、朝日新聞で紹介されました。
もうひとつの「ゆるキャラ」は、「学校をイメージするゆ
るキャラ」です。これも、デジタルソフトで描きました。まだ、
学校で使用されていないみたいなので早く使われることを
楽しみにしています。
これらが、私の現在の報告です。この約半年を通して、大
学で学んだとき以上に学ぶことが多い、と感じました。な
ぜなら、自分の頭で理解しないと生徒に説明をすることが
できないからです。教えるにあたって自分の頭で知識を整
理しよく理解することができました。結果、自分の制作の
役にも立つし刺激にもなりました。
非常勤講師になったからといって、美術の道を諦める必
要は全くありません。詳細は書きませんがペンネームで色々
と活動をしています。
また、非常勤講師は副業が法律で認められている職業で
す。正直言うと、掛け持ちや副業でもしないと非常勤講師
だけでは食べていくことができません。それとは別に、美
術関係だけではゆとりがないので、非常勤講師をしている
という人も非常に多いです。
とはいえ、絶対にアルバイト感覚でしてはいけない仕事
です。美術の授業は、大学や専門学校で美術系にでも進学
をしない限り、人生で最後の美術の授業になります。生徒
に豊かな人生を歩んでもらうために教養として、美術を学
んでもらわなければなりません。そのことを決して忘れて
はいけないと考えています。
美術に携わる者として、これから社会にでていく生徒た
ちに人生を豊かにする美術の教養を教えられることはやり
がいがある誇りのある仕事だと思います。
中 学 校 の 常 勤 講 師 を 経 験 し て
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中学校の常勤講師を経験して
2015年度デザイン学部プロダクトデザイン学科卒業生
　宮田　智也
私は現在、三木市立別所中学校で常勤講師をさせていた
だいています。全校生徒数は140名程で、比較的に人数の少
ない中学校です。この中学校で私は全校生徒の美術を、担
当しています。
大学4回生の11月末頃。三木市の中学校に常勤講師とし
てのお話が決まりました。そのときは、今後先生として働
くことができる嬉しさもありましたが、正直自分が先生と
して上手くやっていけるのかという不安や心配もありまし
た。
そして、着任式を迎えた4月。これから常勤講師として勤
めることへの不安や心配もありましたが、周りにいる先生
方が本当に良い方ばかりで、私が緊張していると優しく声
をかけてくださり、何かあれば助けてくださる素敵な先生
方と出会えました。そして、私がわからないことや困った
ときには親身に教えてくださり、今後の為にもアドバイス
をしてくださります。そんな先生方のおかげで、いろいろ
なことを学ばせていただきました。
実際の教育現場で仕事をして約9ヶ月。最初に比べると
大分生徒たちとも仲良くなり、職場にも慣れてきました。
しかし、生徒と関わっていく中で、上手くいかないことも
あります。授業でも、もっとこうしていればと授業を終え
てから気がつくこともあります。更に授業だけでなく、校
務分掌もあるので本当に先生という仕事は大変だと感じま
す。
しかし、それ以上に生徒たちと関わる喜びや楽しさなど
があるからこそ、この仕事を続けていけるのだと思います。
初めの頃はあまり話をしなかった生徒たちが、自分から話
しかけてくれたとき。生徒たちが話をしているときに笑顔
になったとき。生徒たちが美術を楽しいと感じたとき。些
細なことかも知れませんが、私にとっては、この出来事が
幸せや喜びになります。
ただ、先ほども述べたように上手くいかないことも多く
あります。叱るときにしっかりと叱れなかったり、生徒に
上手く言いたいことを伝えれなかったりと、自分が思い描
いていた理想の教師には、まだまだなれていません。頭で
わかっていてもそれを実行することの難しさを日々感じて
います。
そんな中、私はとある先生から、良い話を聞くことがで
きました。それは良い教師になる為にどういったことをす
べきかという話でした。その中から印象に残ったことを少
し紹介したいと思います。
「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやら
ねば、人は動かず」これは、山本五十六の名言です。よく先
生が掃除に「しっかり掃除しましょう」と生徒に言いますが、
ほうきの正しい使い方を知らない生徒はどうすれば良いの
か、言葉だけでは伝わりません。なので、実際に生徒に見本
を見せ、出来たときには褒める必要があるのです。
この話を聞いたときに、私もよく言葉だけで伝えること
があったと反省しました。そして、これは掃除のときに限
らず授業でも同じだと感じました。生徒に教えるのであれ
ば、まずは自分から見本を見せ、しっかりと相手に理解を
させてから、できたときに褒めてあげることが大切だと知
りました。
当たり前のことですが、生徒にとって、学校生活とは一
生に一度しか味わえません。その中で、生徒たちに出来る
ことを全力でしていかなければいけません。
先生という仕事は、とても大変で責任のある職業ですが、
私は今後も先生という職業を続けていきたいと思います。
そのためにも、この現場で多くのことを学んでいく必要が
あります。そして、いつか生徒たちから信頼される教師に
なれるよう、これからも全力で努力していきたいと思います。
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デザイン学部　ビジュアルデザイン学科4年
佐藤根　ぴあの
兵庫県川西市立東谷中学校で3週間、教育実習を行わせ
て頂きました。こうしてまた、教育実習生という立場で地
域の中学校にお世話になるとは思いもしませんでしたし、
生徒だった時には見えなかった先生のお仕事を側で見るこ
とができる貴重な実習となりました。 
不安もありましたが、教育実習をとても楽しみにしてい
ました。学年を問わず、ぴあの先生、と呼んで話しかけて来
てくれる生徒が多く、また、休み時間や登下校時の挨拶運
動など、積極的にコミュニケーションをとることを心がけ
ていたこともあり、すぐに打ち解けることが出来ました。
クラスは2年生、美術では、1年生、2年生の授業を担当させ
て頂き、空き時間には五教科や他の副教科の授業も見学さ
せて頂きました。どの先生も工夫を凝らした授業を行って
いて、勉強になることばかりでした。担当クラスで行った
美術と道徳の研究授業では、生徒が積極的に授業に参加し
てくれました。失敗もありましたが、どちらの授業でも指
導教諭、見学に来て下さった先生方からもお褒めの言葉を
頂き、大変嬉しかったです。
実習中、たくさん悩み、失敗もしました。そんな時に助け
て頂いたのは実習校の先生方ですが、担当のクラスをはじ
め、生徒と接して励まされることも多かったです。本当に
ハードな毎日でした。しかし、それ以上に毎日がとても充
実しており、長いと思っていた3週間も一瞬で過ぎていき
ました。
自分が教えることが、生徒の今後の人生を変えてしまう
かもしれない、ということを身を持って感じました。何か
にときめき、わくわくする気持ちをずっと持ち、表現する
こと、美術の入口を広く開けておきたい。楽しんで美術の
授業に取り組んでもらいたい、そんな思いで生徒と接し、
日々の授業、研究授業を行いました。言葉では言い表せな
いくらい多くのことを学び、
今後の人生を大きく変えるかけがえのない経験となりま
した。
デザイン学部　ビジュアルデザイン学科4年
石田　佳帆
教育実習を終え、改めて学んだことは主に二つあります。
一つ目は、教えることの難しさ、です。当たり前のことです
が、模擬ではなく、実際の生徒を相手に授業を展開するの
は非常に難しかったです。まず、生徒の個々の能力、理解度、
進捗のペースを知り、一人一人をフォローしながらも、ク
ラス全体で授業を進めなくてはいけません。課題を説明す
る際のちょっとした言い回しでも、理解度は大きく変わり
ます。私自身が当たり前に持っている知識も、生徒が知ら
ないこともあり、指導に当たってくださった先生に指摘さ
れ初めて気付くこともありました。そんな中で如何に全体
の理解度を一定にするかに苦心しました。
私は美術選択の五クラスすべてに実習授業をしたので、
同じ授業を五回することになり、一回目や二回目のクラス
で反省を見直し、その都度改善していくことになりました。
初めの方のクラスの生徒には非常に申し訳ありませんでし
たが、その甲斐もあり少しずつ上達していきました。教え
るということはやはり、多くの経験を積まないといけない
と改めて実感しました。
二つ目は、クラス担当としての指導について、です。私は
一年生のクラスを担当させていただきましたが、進学校と
いうこともあり、早くも大学進学について悩んでいる生徒
が多くいました。まだまだ中学生気分が抜けきらない一年
生には、将来希望する職種がはっきり決まっている生徒は
稀で、文理選択ですらままならない生徒が大半でした。そ
んな生徒を相手にどう接していけば良いのか、とても考え
させられました。教科の指導だけでは教師は務まらないと
理解していたつもりでしたが、実際に肌で感じたことで本
当の意味でそのことを実感しました。
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デザイン学部　ビジュアルデザイン学科4年
　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　淳人
私は兵庫県にある中学校で3週間の教育実習を行いまし
た。短い期間でしたが、大学での授業だけでは学べない現
場での教育を学ぶことができました。生徒は初日から元気
な挨拶で迎えてくれました。自分の中学時代とは違って生
活態度に問題がある生徒は少なく、自分で考えて行動でき
ているように思いました。先生方の指導を見学していると、
日頃から生徒への生活指導を徹底して行っているからであ
るとわかりました。
1週目は主に先生方の授業を見学させていただきました。
先生によって静かに作業をさせる授業や、コミュニケーショ
ンをとりながら進める授業など、それぞれの方法で工夫を
凝らした授業を行っていました。生徒にどう説明したら頭
に入るのか、授業に集中できるのかを考え、十分に準備をし、
教材を用意して授業を行っているのだと思いました。
2週目からは朝と帰りの SHRで生徒に連絡事項を伝え、
生徒指導を行いました。また、美術の授業では全ての学年
の授業を行うことができました。初めての授業では板書を
使って丁寧に説明したつもりでも生徒に伝わらず、個別に
説明が必要な生徒も多くいました。自分は美術が得意で、
教える立場として生徒の前に立っていますが、中には美術
が苦手な生徒も多く、そういった生徒たちにも理解できる
ように授業を行うことの難しさを知りました。
3週目の研究授業では、資料や参考作品を準備し、授業を
行いました。授業後に生徒に、楽しかった、わかりやすかっ
た、などの感想を聞けてとてもうれしく思いました。
朝の挨拶運動から放課後の部活指導まで経験させていた
だきましたが、他にも3週間だけでは体験できない多くの
仕事を教師は行っていると知りました。授業だけではなく、
日々の生活の中で生徒を観察し、指導を行うことが大切で、
生徒の将来を考えて身を削る仕事なのだと学びました。
デザイン学部　ビジュアルデザイン学科4年　　　
長江　亜里沙
教育実習では、大学の授業では学ぶことのできないこと
を沢山学ぶことができた。まず、生徒との関わり方について、
授業外での生徒との時間の大切さを知った。授業中に授業
内容以外の話題での生徒との会話はほとんどない。自分が
担任のクラスではない生徒となれば、なおさらだ。しかし、
休み時間に話しかけに来てくれたり、一緒に帰ったりした
時間は、とても貴重であった。
私は、大学に入ってから挨拶をあまりしなくなった。道
ですれ違う人や大学内でも挨拶をしないことが普通である。
教育実習で関わる中で生徒は、学校や登下校中のどの時間
でも明るい声で挨拶をしていた。そのような姿に、改めて
挨拶の大切さを学んだ。
クラスの担当を持つと、毎日生徒の日記を確認する。そ
の中には、生徒の日々の出来事や悩みなどが書かれている。
直接話しをしてはいないが、生徒と関わる貴重な機会であっ
た。毎日の生徒の日記の確認は、最も大変な仕事ではあっ
たが、生徒のことを最も知ることのできる大切な仕事であ
ることを学んだ。授業では、大学の模擬授業で大学生が生
徒役をするのと、実際に中学生に授業をするのでは、やは
り反応も異なっていた。模擬授業では、こちらの意図を読
み取って反応をしてくれていたが、必ずしも思い通りに進
まないということを改めて学ぶことができた。
今回の失敗や経験を生かして、今後に活かせられたらと
思う。今回の教育実習では、実際に生徒と関わることでし
か学ぶことのできない貴重な経験をしたと思う。大学の授
業で学んだこと、教育実習で学んだことの両方を大切にし、
もっと自分を成長させていくつもりである。
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デザイン学部   環境・建築デザイン学科4年
上原　颯斗
私は、神戸市立科学技術高等学校に教育実習を行わせて
いただきました。高校の先生は私のことを知っており私も
先生のことを知っている状況で教育実習を行いました。こ
の環境が私にとっては、非常に良い経験になりました。教
育実習は、後悔しかありませんでした。2週間という短い期
間で授業をするというのはとても難しさを感じました。生
徒とのコミュニケーションも満足にとることができなく、
お互いに信頼関係ができていないと授業は成り立たないと
いうことが分かりました。黒板の板書計画や話し方など気
をつけながら授業を行いましたがうまくいかず経験が必要
だと強く感じました。
私の指導教諭は、学習指導案の書き方を基礎から丁寧に
教えてくださり、他の実習生に負けないとても良い学習指
導案が出来、私にとって貴重な財産になりました。教育実
習期間中、指導教諭は忙しいので迷惑をかけてはいけない
と私は思い相談にあまり行かず1人で何とかしようとして
しまい失敗してしまいました。授業の進め方や分かりやす
い例や計算式を相談していれば授業はうまくいったと思い、
とても後悔しました。
2週間という短い教育実習でしたが、私は1回りも2回り
も成長できたと感じました。教師という仕事は私が思って
いる以上に多くの仕事があることがわかりました。生徒に
勉強を教えるだけでなく生徒を人間として成長させていか
なければならないしそのためには自分が模範となり行動し
なければならないということがわかりました。この先私は
教師になるという目標に向かって教育実習で学んだことを
活かし、教師になった時、教育実習のような後悔や失敗を
しないよう努力し生徒の見本となれる教師になりたいと思っ
ています。
デザイン学部　環境・建築デザイン学科4年
山口　陽
いろいろと貴重な体験をした2週間を終え、ほっとした
と共に、淋しい気持ちを感じています。
教育実習が近づくにつれ、期待よりも不安ばかりが募り、
知識も未熟なままに生徒に授業ができるだろうか、コミュ
ニケーションはとれるだろうかと、たくさんの不安は消え
ることなく、工業高校での2週間の教育実習がスタートし
ました。
初日、HRクラスに挨拶に行ったとき、自己紹介ですら手
も声も震えていましたが、教育実習も折り返しになると、
生徒全員の名前を覚え、他愛もない話などもできるように
なり、生徒からもたくさん話しかけてくれて、毎日がすご
く楽しかったことを覚えています。
授業では、思った通りの授業が出来ず悔しい思いをしま
したが、生徒が真っすぐに私の方を向き、板書もしっかり
書きとめ、私が質問すると、考え答える姿勢を目の当たり
にし、教える立場が落ち込んでいる場合ではないと切り替
えることが出来ました。授業の準備にはたくさんの時間を
必要としました。徹夜が続きましたが、どのような授業内
容であれば、生徒により興味を持ってもらえるか、より理
解してもらえるかと、何パターンも授業内容をつくったり、
空き教室を借りて板書の練習をやったりと、授業準備に力
が入りました。
実際に教育現場にいらっしゃる先生方からたくさんの貴
重な話を聞くことが出来ましたが、先生方がお話しになる
内容は、いつも生徒のことばかりで、自身の業務が残って
いても、生徒が相談に来ると時間を作り対応されていまし
た。
気が付けば、私も2週間ずっと生徒のことばかりを考え
ていました。睡眠時間も少なく、自分が考えていた生活よ
りも大変でしたが、終わってみれば、“楽しかった ”の一言
です。
生徒の真っすぐな姿勢と、生徒と向き合おうとする先生
方の情熱を肌で感じることが出来た実習であり、“教師と
は何か”と深く考えさせられました。
教 育 実 習 を 終 え て 改 め て 学 ん だ こ と
神 戸 芸 術 工 科 大 学『 教 職 課 程 年 報 2 0 1 6 』
43
先端芸術学部　まんが表現学科4年
辻　翔太
　
「教師になるという事は、恩返しをするという事」
これは、教育実習にてご指導頂いた先生から受け賜った
お言葉です。
私は教職課程を続けてきた日々のなかで、教師になるこ
ととはどういう事か、教師になった自分が出来ることとは
何か、を常に考えてきました。教師への夢は中学生の頃か
ら抱いていました。中学三年生当時の担任の先生の在り方
に憧れをいだき、今日まで教職課程を継続し、夢を叶える
ための努力をしてきました。しかしそれは教師という夢を
目指す動機・原動力としてはあまりにも漠然としたものだ
と自覚しており、先述の自己問答に対しての明確な答えを
はっきりと持てないままでした。
そうしたまま時は過ぎ、私は教育実習の日を迎えたので
すが、その日々の中で指導教員の先生が何気なくかけて下
さった言葉に、教師になることへの明確な答えを見つける
ことが出来ました。それが文頭の言葉です。教師になると
いうことは、かつて自分が貰い受け、糧としてきたすべて
を次代の子どもたちへと継承することなのです。そしてそ
れはかつてお世話になった先生方、教育実習を快く承諾し
ご指導下さった実習校の先生方、そしてまだまだ未熟な私
と向き合ってくれた子どもたち、すべてへの恩返しである
ということでもあります。とても感銘を受けました。教師
になることで私は、私を成長させてくれたすべてのものへ
の御礼が出来る。私はそのためにこれからも教師を目指し、
励んでいきます。
これを読まれている皆さんの中で、まだかつての私のよ
うに「明確な答え」が出ていない方もいらっしゃると思い
ますが、教育実習での日々は必ず皆さんの中に答えを見出
してくれます。すでに答えが出ている人はその答え合わせ
を、まだ出ていない人は探求をして下さい。より多くの人が、
よい経験をし、よい答えを見つけられることを祈っています。
先端芸術学部　映像表現学科4年
稲員　穂ノ果
初めは教育実習が不安で仕方ありませんでした。教職課
程を履修したものの、口下手で声も小さく、授業も上手く
できない私が、三週間もやっていけるかどうか。そんな考
えで頭が埋め尽くされていました。
しかし、実習先の中学校では、そんな不安は徐々に薄れ
ていきました。指導教諭の先生方が一から教えて下さり、
授業もだんだん慣れていきました。生徒との距離も、少し
ずつ近くなっていきました。最終日には、後で聞いて分かっ
たことですが、生徒が自主的に私のためにお別れ会を開い
てくれました。思わず涙があふれました。そのことが、今
でも印象に残っています。
実習中、当たり前のことですが、生徒は全員多様で、一人
たりとも全く同じという子はいないことをひしひしと感じ
ました。それ故に、どのクラスでも同じような授業や指導
をしていたらいいものではなく、常に生徒の様子を見ながら、
授業の進め方をその場で考えないといけないことを感じま
した。生徒指導ならば、指導相手の生徒の性格をきちんと
把握して接していかないといけない。果たして現職の教師
は、そして未来の教師である私たち実習生は、そういうこ
とを考えられているだろうか。最後の一週間は、そういっ
たことばかりを考えさせられました。
たくさんの人に支えられた実習でした。生徒には、口下
手で中学生を相手に授業をするのが初めてである私を支え
るように、授業を盛り上げてくれました。指導教諭だけで
なく、国語や数学、技術の教諭など、様々な教科の教諭が、
授業において大事なこと、私に今何が足りないから授業が
上手くいかないのか、反対にどこが良かったかを、私にた
くさん教えてくださいました。
実習の最後、一人の教諭が私に言葉をかけてくださいま
した。「この仕事は土日休みもない、下手すれば深夜まで残
らないといけないかもしれない。でも、この仕事、いいぞ」と。
三週間の実習で、私は精神的にとても成長できたと今なら
思えます。
教 育 実 習 を 終 え て 改 め て 学 ん だ こ と
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先端芸術学部　映像表現学科4年
小林　奈未
私が実習を行ったのは、神戸の市立中学校でした。1学年
3～4クラスで、教員が全校生徒を把握できるほど小さな学
校です。私の他にも国語と数学の実習生がおり、1人は同級
生であったことから協力して過ごしていました。
担当クラスと美術が同じ先生だったので基本的に一緒に
行動することが多かったです。若くて話しやすい先生で、
自由な方針が個人的にはやりやすく感じました。実習の1
週間以上前から研究授業の打ち合わせをすることもあれば、
実習中に指導案を作っていない授業をいきなりやってみる
ことになるなど、様々な状況で対応に戸惑うこともありま
したが楽しんで取り組みました。
私の研究授業は「動物になった自分のマーク」を画用紙
にシルクスクリーンするというものです。初回にマークの
アイデアを考え、2回目にアイデアスケッチ、3回目がアイ
デアスケッチを鑑賞し合い、修正や改良をします。研究授
業は3回目の鑑賞の授業でしたが、1～2回目もほとんど担
当させてもらいました。班に分かれて鑑賞して面白いと思っ
た作品を選んでもらい、プロジェクターを使ってクラス全
員で見て意見を言い合うのがとても面白かったです。
また、研究授業の準備だけでなく美術が得意な生徒や積
極的に発表する生徒を把握し、円滑に授業を進められるよ
うにコミュニケーションを取ることが重要だと思いました。
休み時間に遊んだり部活に参加したりすることで生徒との
距離を縮められ、授業では見られない姿を見ることができ
ました。他にも、美術が苦手な生徒が社会の授業で沢山発
表していたり、大人しいと思っていた生徒が音楽の歌のテ
ストではとても上手に堂々と歌っている姿を見て感動した
りと、素敵な発見がいくつもありました。終わってみると
あっという間の3週間で足りない部分も沢山ありましたが、
自分なりに充実した実習をすることができたと思います。
　
先端芸術学部　映像表現学科4年
本位田　侑紀
私はもともと人に教えることが得意ではない。そんな私
が2週間の教育実習を無事やり遂げられるか不安で仕方が
なかった。
しかし教育実習を終えた今、人生においてかけがえのな
い充実した2週間になったと思っている。実際に生徒に教え、
触れ合うことで教師という職業の素晴らしさを改めて感じ
ることができた。一方でこの職業の厳しさ、生徒と深く関
わることの難しさを痛感することになった。
私が担当する授業では幸運なことに専門分野であるア
ニメーションをさせてもらった。フェナキストスコープと
絵コンテの2種類の授業内容を考え、最初は自分の専門分
野であるし1つは模擬授業でもやった内容でもあったので、
心のどこかで大丈夫だろう、なんとかなるだろうという気
持ちが少なからずあった。
しかし現実はそんなに甘くはなかった。導入部分である
説明で伝えないといけない箇所が抜けてしまったり、説明
と作業と講評の時間配分が上手くいかなかったり多くの問
題点が見つかった。特に生徒1人1人に指導していく中で自
分の知識不足をひしひしと感じ、自分が理解しきれていな
い部分に気付かされた。
こういった経験を通して、この2週間の10回の授業で少
しずつ反省点を克服し、より良い授業にしていくことがで
きた。また、生徒にアニメの事を教えていくことで私自身
もアニメ制作の楽しさを再確認することができた。私が授
業ごとに成長していくことができたのは、やはり丁寧にご
指導していただいた教科担当の先生のおかげであると思う。
短い期間ではあったが本当に行って良かったと思える教
育実習であった。私はこの実習で自分に何が足りていない
かを十分理解することができた。これからはその足りてい
ないものを身に付け、自分の夢へと繋げていきたいと思う。
教 育 実 習 を 終 え て 改 め て 学 ん だ こ と
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先端芸術学部　クラフト・美術学科4年
荒牧　悠
私は3週間、兵庫県立明石南高等学校で教育実習をさせ
て頂きました。不安と期待を胸に始まった実習でしたが、3
週間という期間はとても短く、駆け足に過ぎていきました。
私はこの実習を通して、コミュニケーション能力の必要さ
を改めて学びました。
私がこの3週間で一番力を入れた事は教科指導です。こ
ちらが一方的に話すだけの授業にならないように対話を多
く盛り込み、口や手を動かすことで退屈にならないように
心がけました。その中で私が一番苦労した所は、生徒の意
見を上手に拾ってあげることです。もちろん、授業の前に
この質問にはこの答えが返ってくるだろうなぁといくつか
答えや反応を予想して、それに対する返しも用意していま
す。しかし、生徒の答えは自分の予想を越えるものばかりで、
驚かされ、上手く返せないことが何度もありました。研究
授業の時も上手く返すことができず、見に来て下さった先
生方に沢山のご指導を頂くことになりました。その中で校
長先生は、自分が予想もしていなかった意見こそ上手に拾っ
てあげるととても楽しい授業になり、生徒も意見が出しや
すくなって、よりよい授業になるとおっしゃっていました。
このように、事前指導や大学での模擬授業では気づくこ
とができなかった生徒との対話の大切さ、教員としてのコ
ミュニケーション能力の必要さを改めて学ぶ実習となりま
した。最後の最後まで生徒の意見を上手に拾ってあげられ
なかったことが心残りですが、それは教員になってからの
課題として、生徒との対話がとれる良い授業を目指したい
と思っています。3週間という短い期間ではありましたが、
ここに記したこと以外にも沢山の事を学び、経験させて頂
きました。この経験を活かし、教員になれるよう、日々努力
していこうと思います。
先端芸術学部　クラフト・美術学科4年
高野　翔歩
中学校での教育実習で校長先生から生徒が1番だと話を
聞き、その3週間でその言葉の重みを知ることが出来た。
生徒を知るためには同じ場所で同じ時間を過ごし、互い
に信頼関係を築いていけなければならない。3週間という
期間で顔と名前を覚え、学校では下の名前を呼び捨てで呼
ぶというルールもあった。全体を見ながらも個々の生徒の
些細な変化に気付き声を掛けると、生徒はこの先生は自分
たちをよく見てくれていると思い、それとは逆に生徒も教
師をよく見ている。そのため、コミュニケーションの積み
重ねが大切で難しく思えた。人を相手にすることは心のす
れ違いが多いが、生徒にどれだけ寄り添うことが出来るか、
本気でぶつかってこそ分かることもあった。
担当の先生は「真剣に授業をしている時、生徒はそれを
感じて真剣に耳を傾けます。逆に教師が手を抜けば、生徒
にも手を抜けと伝えています。真剣に授業をしている時に
生徒が手を抜いていたら叱ってください。そう伝えながら
生徒と信頼関係を築いてきたんです。」と教えてくださった。
実際の授業で体調を崩して声が出なくなったが、生徒にとっ
てはその授業が1度きりの授業であるため、真剣に生徒と
向き合った。すると「先生大丈夫？」「声が出しにくそうだ
から静かに聞こう。」と全体で声を掛け合っていた。その姿
を見て、今までの関わりが信頼関係を築いていたのだと気
付いた。
生徒から教えられることが多く、同じ学校に集う仲間で
あることを学び、実感した。将来、教師として同じ場所に戻
りたいと思える充実した実習となり、学んだことを生かし
ながら今後も励みたい思う。
神 戸 市 ス ク ー ル サ ポ ー タ ー を 経 験 し て
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芸術工学部　ビジュアルデザイン学科2年
安西　菜夏
今回の神戸市立の小学校でのスクールサポーターでは、
先生という職業を知るとともに、四回生の教育実習で活か
せるような経験をしたいと思い参加しました。参加するに
あたって、色々な生徒に関わるのはもちろんですが、名前
の通り授業のサポートをすることに重点を置こうと思いま
した。例えば算数の文章問題のところでは絵を描いて一緒
に解き、国語の作文の添削をしたりしました。わからなかっ
たところが理解できたときの晴れ晴れとした児童の笑顔を
見ると嬉しく、同時に教え甲斐を感じることができました。
昼休みは教室で本を読んだり、あやとりをしている子に
話しかけました。初対面の私に驚いている様子でしたが、
あやとりでゴムを作って見せると表情がパッと明るくな、「ど
うやってやるん？」と、興味をもってくれました。何度か一
緒にすると、1人でゴムを上手に作ってくれました。そうし
ていると他の児童も集まってきて、児童同士であやとりの
技を教えあったり、ピアニカで音楽会の曲を披露してくれ
ました。気づけばその子の周りにたくさん友達が寄って来
て楽しい休み時間になったと思います。
短い期間でしたがスクールサポーターをやってみて、色々
なことを学ぶことができました。なかでも、私は色々な学
年にいくので児童の名前と顔が一致するのには時間がかか
りました。しかし児童はクラスで一度関わっただけでも、
校門で朝の挨拶をしていると「今日はうちのクラスくるー？」
と、声をかけてくれます。そのとき私は気付きました。
先生からすると一児童であっても、児童からすると先生
という大きな存在なのだと。だから先生は、行動や言動に
気をつけて児童と関わらないといけないのだと思います。
また、担任の先生の授業は聞いていて面白く、本当に尊敬
しました。楽しむところは楽しんで、授業に集中するとこ
ろはしっかり取り組むというメリハリのある授業が魅力的
でした。私が先生になったときも、そんな授業をしたいと
思いました。
芸術工学部 ビジュアルデザイン学科2年
品川　莉沙
私は神戸市垂水区の本多聞小学校で、スクールサポーター
の活動をさせて頂きました。
普段、小学生と関わる機会がまったくなかったので、初
日を迎えた時は上手く接することができるか不安な気持ち
でいっぱいでした。ですが、そんな気持ちはあっというま
に吹き飛びました。私が「おはようございます」と挨拶をす
ると、誰もが元気に「おはようございます！」と返してくれ
て、とても嬉しい気持ちになりました。算数の授業では、分
からないところでつまずいている児童に、一生懸命解き方
を教えました。問題が解けて喜んでいる児童の笑顔を見て、
私も思わず笑顔になりました。休み時間になるたびに、児
童が私の周りを囲い「先生何歳？」「先生遊ぼう～！」など
と話しかけてくれてすごく嬉しかったです。給食も一緒に
食べて、昼休みは全力でおにごっこをしました。
休み時間、教室で児童と一緒になって盛り上がりすぎて、
担任の先生に注意されてしまったのも、恥ずかしながら勉
強になりました。このままでは、毎回小学生と遊んでいる
だけになってしまうと気付きました。それからは、先生の
指導の仕方にも注目するようになりました。厳しくも、本
当に愛に溢れている指導をされているなと感じました。こ
れが、教育することだと分かりました。
これまで、1年生、2年生、3年生、6年生、なかよし学級の児
童たちと関わることができて、全てが本当にいい経験にな
りました。スクールサポーターとして小学校で過ごす時間は、
毎回あっというまで、とても充実感を得ることができました。
将来、子供と関わる仕事もしてみたいなと思いました。
この経験を活かして、今後の教職課程も頑張りたいです！

報告・記録
この章では、本学の教職課程の活動記録、各種統計データを記載しています。
教 職 課 程 履 修 者 数 / 就 職 状 況 の 概 要
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2016 年度 教職課程履修者数
就職状況の概要 ( 過去 3 ヶ月 )
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教 職 課 程 ・ 博 物 館 学 芸 員 課 程 運 営 委 員 員 会 / 課 程 ・ 博 物 館 学 芸 員 課 程 運 営 委 員 会 の 活 動 記 録
委員長　   津田 徹　　　　 基礎教育センター　准教授
副委員長　山﨑 均   　　　 基礎教育センター　教授
副委員長　寺田全輝　 　　 教務課 課長
               桑田 芳治   　　 基礎教育センター   特任教授
　　　　　藤井 淳一　　   基礎教育センター   特任教授
　　　　　福島 美和   　　 基礎教育センター　特任教授
　　　　　川北 健雄   　　 環境デザイン学科　教授
　　　　　安森 弘昌　　　 プロダクト・インテリアデザイン学科　准教授
　　　　   ばんば まさえ   ファッションデザイン学科　教授
　　　　　高 台泳　　　   ビジュアルデザイン学科　助教
　　　　　橋本 英治　　   まんが表現学科　教授　
　　　　　金子 照之         映像表現学科　准教授
　　　　　谷口 文保         アート・クラフト学科　准教授
2016年度 教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員
2016 年度 教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
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『神戸芸術工科大学　教職課程年報』に関する概要
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1.ねらい
　本学教職課程の教育活動ならびに研究活動に資するため、『神戸芸術工科大学　教職課程年報』を設ける。
2.構成
　原則、以下の構成とする。執筆の権利を有するのは以下の下線①～④の者とする。
　①本学教職課程担当の教職員（専任、特任、非常勤）の研究・教育活動の報告
　②本学教職課程教育実習校関係者による報告
　③本学教職課程履修学生（科目等履修生を含む）の教育成果の報告
　④既卒者（現役教員）からのメッセージ
　⑤本学教職課程の年間運営活動の報告
　⑥教職課程履修者数・免許取得者表
　⑦その他（必要に応じて、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて審議する）
3.発行
　年度末（毎年3月末）に発行する。
4.編集
　教職課程専任教員および事務局職員とする。
　原稿は各自の執筆者本人による責任とする。
　原稿形式は、『神戸芸術工科大学紀要』の執筆要項に準ずる。
　提出は、完全原稿とする。執筆手続きについては別途定める。
5.その他
　詳細は別途定めることとする。必要に応じて、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて検討する。
編 集 後 記
神 戸 芸 術 工 科 大 学『 教 職 課 程 年 報 2 0 1 6 』
51
2016年度　教職課程編集後記
教育者の森信三は、ある著書の中で教師となっ
たからには最終的には出版することを推奨してい
ます（参考、森信三、『教師のための一日一語』、致
知出版社）。今回、教職課程に関わる教員側からは
6名の報告を、また学生（卒業生で教職で活躍して
いる者を含む）側からは16名の報告を収録するこ
とができました。執筆者の皆様には厚く御礼申し
上げます。
教育現場に目を向けてみれば学校は教育改革の
急激な変化に直面し、社会や保護者からの教員へ
の期待感は高まっています。卒業生の皆さんは引
き続き本質を忘れずに精進して頂きたいと思って
います。大学教員側も教職課程の運営に努力を重
ねてゆく所存です。
最後に、本冊子作成ならびに発行にあたり、齊木
崇人学長をはじめ、教職課程・博物館学芸員課程運
営委員会の先生方、長谷川孝好事務局長、寺田全輝
教務課長、教務課職員田中真弓さん、そして基礎教
育センター助手の田原知世さんにお世話になりま
した。編集委員を代表して御礼申し上げます。
  津田　徹
基礎教育センター/准教授
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